
哲
学
研
究

　
第
六
百
九
号

三
四

一
　
序

前
篇
「
ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究 

（
一
） 

― 

《
モ
ド
ゥ
ス
》
の
存
在
論
的
側
面 

― 

」
（
1
）で

論
じ
た
よ
う
に
、
ト
マ

ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
は
、
あ
ら
ゆ
る
有
＝
善
は
「
モ
ド
ゥ
ス 

（m
odus

）」
を
備
え
て
い
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
事
物
に

生
来
備
わ
る
自
然
本
性
的
傾
向 

（naturalis inclinatio

） 

だ
け
で
は
な
く
、
魂
の
本
質
を
基
体
と
す
る
善
き
状
態 

（habitudo

） 

で
あ
る

恩
寵 

（gratia

）（2
）

、
魂
の
能
力
を
基
体
と
す
る
善
き
習
性 
（habitus

） 

で
あ
る
徳 

（virtus （
3
）

）、
そ
し
て
恩
寵
や
徳
の
発
現
と
し
て
の
善
き
行

為 

（actus

） 

に
も
固
有
の
モ
ド
ゥ
ス
が
あ
る（

4
）

。

一
連
の
「
ト
マ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究
」
の
第
二
部
を
成
す
本
稿
で
は
、
ま
ず 

（
第
二
節
）、
ト
マ
ス
が
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス 

（m
o-

dus virtutis

）」
に
言
及
し
た
テ
ク
ス
ト
を
精
査
す
る
こ
と
で
、「
モ
ド
ゥ
ス
」
が
も
つ
倫
理
的
側
面
と
そ
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
。

ま
た
、「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
と
関
係
す
る
限
り
で
「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
存
在
論
的
側
面
と
意
味
論
的
側
面
を
探
求
す
る（

5
）

。
続
い
て 

（
第
三

節
）、
真
の
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
で
は
な
く
、
見
せ
か
け
の
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
で
あ
る
「
勇
気
の
モ
ド
ゥ
ス 

（m
odi fortitudinis

）」

を
考
察
す
る
こ
と
で
、
事
物 

（
有
徳
な
行
為
） 

に
自
体
的
に
備
わ
る
「
モ
ド
ゥ
ス
」
と
付
帯
的
に
備
わ
る
「
モ
ド
ゥ
ス
」
が
区
別
さ
れ

る
こ
と
を
確
認
す
る
。
最
後
に 

（
第
四
節
） 「
行
為
の
モ
ド
ゥ
ス
」
を
分
析
す
る
こ
と
で
、「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
さ
ら
な
る
多
様
性
を
明
ら

周
　
藤

　
多

　
紀

ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究
（
二
）

― 《
モ
ド
ゥ
ス
》
の
倫
理
的
側
面 

―



ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究
（
二
）

三
五

か
に
す
る
。

二
　
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
　

１
　「
限
度
」「
節
度
」
と
し
て
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」

ト
マ
ス
は
倫
理
徳
の
習
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

倫
理
徳
の
習
性 

（habitus

） 

が
人
間
を
し
て
、
行
為
や
情
念
に
お
い
て
す
み
や
か
に
中
庸 

（m
edium

） 

を
選
ば
せ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
あ
る
。
人
が
徳
の
習
性
を
行
使
し
て
自
ら
の
情
念
や
行
為
を
抑
制
し
な
い
な
ら
ば
、
感
覚
的
欲
求
の
傾
向
や
、
そ
の
人
を
外

的
に 

（exterius

） 

動
か
す
感
覚
的
欲
求
以
外
の
も
の
の
傾
向
か
ら
し
て
、
徳
の
モ
ド
ゥ
ス 

（m
odus virtutis

） 

か
ら
外
れ
た

（praeter

） 

多
く
の
情
念
や
行
為
が
生
じ
ぜ
ざ
る
を
え
な
い（

6
）

。

こ
こ
で
ト
マ
ス
は
、
倫
理
徳
の
特
質
が
中
庸
に
存
す
る
、
つ
ま
り
情
念
や
行
為
に
お
い
て
過
剰
と
不
足
を
避
け
、
中
間
を
選
択
さ
せ

る
こ
と
を
明
確
に
し
て
い
る
。
じ
っ
さ
い
、
節
制
の
徳
が
な
け
れ
ば
、
人
は
感
覚
的
欲
求
と
「
そ
の
人
を
外
的
に
動
か
す
感
覚
的
欲
求

以
外
の
も
の
」
で
あ
る
「
生
理
的
欲
求
」
の
赴
く
ま
ま
に
食
べ
過
ぎ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
し
、
気
前
の
よ
さ
の
徳
が
な
け
れ
ば
、
他
人
の

た
め
で
は
な
く
自
分
の
た
め
に
蓄
財
・
支
出
し
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
の
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
か
ら
外

れ
た
情
念･

行
為
」
と
は
、
中
庸
を
逸
し
た
過
大
な
い
し
は
過
小
な
情
念･

行
為
を
指
し
て
い
る
。
す
る
と
、
こ
の
箇
所
の
「
モ
ド
ゥ

ス
」
は
、「
限
度
」「
節
度
」「
適
度
」
と
い
っ
た
含
意
を
も
つ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
物
事 

（
所
有
物
、
情
念
、
行
為
） 

に
つ
い
て
の
「
適
量･

適
度
」
と
い
っ
た
意
味
で
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
用
法
は
、
プ
ラ
ウ

ト
ゥ
ス
や
テ
レ
ン
テ
ィ
ウ
ス
の
作
品
や（

7
）

、
ト
マ
ス
自
身
も
引
用
し
て
い
る
キ
ケ
ロ
や
セ
ネ
カ
の
著
作
に
も
見
ら
れ
る（

8
）

。
こ
う
し
た
用
法
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第
六
百
九
号

三
六

は
、「
思
慮
に
節
度
を
置
け 

（prudentiae tuae pone m
odum

）

 

」
（
9
）と

い
っ
た
聖
書 

（『
箴
言
』） 

の
ラ
テ
ン
語 

（
ウ
ル
ガ
タ
） 

訳
の
言
葉

や
、
大
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
の
説
教
の
な
か
に
も
認
め
ら
れ（

10
）

、
古
典
・
中
世
ラ
テ
ン
語
を
と
お
し
て
「
モ
ド
ゥ
ス 

（m
odus

）」
の
主
要
な

意
味
の
一
つ
で
あ
っ
た
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る（

11
）

。

２
　
徳
の
「
中
庸
」

前
節
で
、
ト
マ
ス
が
、
少
な
く
と
も
倫
理
徳
に
関
し
て
「
モ
ド
ゥ
ス
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
と
き
に
は
、「
節
度
」「
適
度
」
と

い
っ
た
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
過
剰
と
不
足
、
あ
る
い
は
過
多
と
過
少
を
避
け
る
と
い
う
徳
の
「
節

度 

（m
odus

）」
は
、
徳
の
「
中
庸 
（m

edium

）」
と
も
言
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
あ
る
徳
に
関
し
て
は
「
中
庸
」
と
い
う
性
格
を
も
つ

こ
と
が
容
易
に
理
解
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
節
制 

（
節
食
） 

の
徳
の
持
ち
主
は
、
食
欲
が
あ
り
す
ぎ
と
な
さ
す
ぎ
の
中
間
の
状
態
を
保

つ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
勇
気
の
徳
の
持
ち
主
は
、
死
の
危
険
に
立
ち
向
か
っ
て
戦
う
と
い
う
、
あ
る
種
の
極
端

な
状
態
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
知
性
的
徳
の
持
ち
主
は
、
物
事
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
正
し
く
認
識
す

る
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
不
足
は
あ
っ
て
も
、
超
過
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
神
を
対
象
と
す
る
対
神
徳
に
つ
い
て

も
、
不
足
は
あ
っ
て
も
超
過
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

― 

信
仰
を
支
持
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
神
を
信
じ
す
ぎ
る
と
か
、
神
を

愛
し
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
ト
マ
ス
は
、
あ
ら
ゆ
る
徳
に
つ
い
て
何
ら
か
の
仕
方
で
中
庸
の
性
格
が
認
め
ら

れ
る
、
と
論
じ
て
い
る（

12
）

。

以
下
で
は
、「
徳
の
中
庸
」
を
ト
マ
ス
が
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
る
か
を
考
察
す
る
こ
と
で
、「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
の
内
実
を
考
察

す
る
。「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
意
味
の
一
つ
が
「
節
度
」
＝
「
中
庸
」
で
あ
る
な
ら
、「
中
庸
」
の
分
析
は
「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
内
実
の
よ
り
精

確
な
理
解
に
つ
な
が
る
と
予
想
さ
れ
る
。

ト
マ
ス
は
、
倫
理
徳
、
知
性
的
徳
、
対
神
徳
に
つ
い
て
異
な
る
仕
方
で
「
中
庸
」
が
認
め
ら
れ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
し
た
が
っ



ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究
（
二
）

三
七

て
、（
前
篇
か
ら
た
び
た
び
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
） 「
モ
ド
ゥ
ス
」
に
も
多
義
性
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
以
下
で
は
、
倫
理
徳
、
知
性

的
徳
、
対
神
徳
の
順
に（

13
）

、「
中
庸
」
が
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
認
め
ら
れ
る
の
か
を
分
析
す
る
。

　（
１
）
倫
理
徳

ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
究
極
目
的 

（
神
） 

に
到
る
た
め
の
手
段
に
関
し
て
魂
の
欲
求
的
部
分
を
完
成
さ
せ
る
徳
が
「
倫
理
徳 

（virtus 

m
oralis

）」
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
の
主
要
な
も
の
は
勇
気
と
節
制
と
正
義
で
あ
る
。
勇
気
と
節
制
は
情
念
を
、
正
義
は
行
為
を
対
象
と

す
る
倫
理
徳
で
あ
る
。

倫
理
徳
の
中
庸
を
説
明
す
る
際
に（

14
）

、
ト
マ
ス
は
、
お
よ
そ
「
規
準 

（m
ensura

）」
と
「
規
準
を
受
け
と
る
も
の 

（m
ensuratum

）」

が
存
在
す
る
と
こ
ろ
に
は
、
規
準
に
適
う
と
い
う
善
き
事
態
の
ほ
か
に
、
規
準
を
超
過
す
る
か
規
準
ま
で
達
し
な
い
と
い
う
悪
し
き
事

態
が
あ
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
規
準
を
は
さ
ん
だ
「
超
過 

（excessus

）」
と
「
不
足 

（defectus

）」
と
い
う
事
態
と
比
較
す

る
な
ら
、
規
準
に
適
う
と
い
う
事
態
は
中
間
の
位
置
を
占
め
る
。
こ
れ
が
倫
理
徳
の
も
つ
「
中
庸
・
中
間
性
」
で
あ
る
。
倫
理
徳
が
か

か
わ
る
、
魂
の
欲
求
的
な
動
き
の
規
準
は
理
性
で
あ
る
か
ら
、
倫
理
徳
の
善･

中
庸
と
は
「
理
性
の
規
準
・
モ
ド
ゥ
ス 

（m
ensura / 

m
odus rationis

）」
と
適
合
す
る
こ
と
で
あ
る（

15
）

。
し
か
し
、
理
性
の
規
準
に
適
合
す
る
と
い
う
事
態
は
、
理
性
と
の
関
係
か
ら
み
れ
ば

最
善
の
状
態
で
あ
る
か
ら
、「
極
端
」
と
言
え
る（

16
）

。
死
の
危
険
に
直
面
し
つ
つ
戦
う
「
勇
気
あ
る
」
兵
士
は
、
理
性
の
正
し
い
判
断
に

忠
実
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば 

（
生
命
を
危
険
に
さ
ら
す
） 「
極
端
な
行
動
」
を
と
っ
て
い
る
と
言
え
る
が
、
死
の
危
険
に
対
す

る
恐
れ
の
感
情
を
、
理
性
の
規
準
ど
お
り
に
適
度
に
抑
え
て
い
る
と
い
う
観
点
か
ら
は
「
中
庸
」
を
備
え
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ

る
。
じ
っ
さ
い
、
恐
れ
す
ぎ
る
な
ら
「
臆
病
」、
恐
れ
な
さ
す
ぎ
る
な
ら
「
蛮
勇
」 （
大
胆
、
向
こ
う
見
ず
） 

の
悪
徳
に
該
当
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
倫
理
徳
が
、
そ
れ
ら
と
関
係
づ
け
ら
れ
て
「
中
庸
」
と
見
な
さ
れ
る
、
理
性
の
規
準
の
超
過
と
不
足
と
は
い
っ
た
い
ど

う
い
う
事
態
か
。
行
為
や
情
念
に
お
け
る
中
庸
は
、
多
様
な
「
状
況 

（circum
stantiae

）」

― 

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
ほ
ど 

（
第
四
節
）
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号

三
八

詳
論
す
る
が
、
ト
マ
ス
は
「
誰
が
、
何
を
、
ど
こ
で
、
い
つ
、
何
の
助
け
で
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
」
の
七
つ
を
そ
の
要
素
と

し
て
い
る 

― 

に
基
づ
い
て
考
察
さ
れ
る（

17
）

。
状
況
が
一
つ
で
も
適
切
さ
を
欠
く
と
、
行
為
は
「
超
過
」
と
見
な
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
正

し
く
な
い
目
的 

（
例
え
ば
売
名
） 

の
た
め
に
な
さ
れ
る
多
額
の
出
費
に
は
「
超
過
」
が
認
め
ら
れ
る
。「
超
過
」
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

出
費
の
額
が
大
き
い
か
ら
で
は
な
い
。
理
性
の
規
準
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
る
多
額
の
出
費
は
「
大
度
量 

（m
agnificentia

）」
の
徳
に
属

す
る
。
反
対
に
、
為
す
べ
き
時
に
そ
う
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
不
足
が
認
め
ら
れ
る
。
情
念
に
お
け
る
中
庸
も
同
様
で
あ
っ
て
、
感
情

の
強
弱 

― 

こ
れ
も
ト
マ
ス
に
言
わ
せ
れ
ば
「
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
」
と
い
う
状
況
の
一
つ
で
あ
る 

― 

だ
け
が
超
過
と
不
足
に
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
怒
る
べ
き
で
は
な
い
時
に
怒
る
場
合
に
は
、
た
と
え
激
し
い
怒
り
で
は
な
く
て
も
超
過
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
徳
の
中
庸
は
「
量
に
基
づ
い
て
で
は
な
く
、
正
し
い
理
性
に
基
づ
い
て
理
解
さ
れ
る（

18
）

」。
し
た
が
っ
て
、
円
の
中
心
が

真
ん
中
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
仕
方
で
、
徳
は
対
立
す
る
悪
徳
と
等
距
離
に
隔
た
っ
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い（

19
）

。

じ
っ
さ
い
、
ト
マ
ス
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
記
述
に
依
拠
し
つ
つ
、
勇
気
の
徳
は
、
臆
病
よ
り
も
大
胆 

（
向
こ
う
見
ず
） 

の
悪
徳
に

近
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（

20
）

。
ま
た
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
二
巻
で
示
唆
し
て
い
る
の
と
異
な
り（

21
）

、
徳
が

中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
た
め
に
、
対
立
す
る
二
つ
の
悪
徳
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
必
要
は
な
い
。
じ
っ
さ
い
正
義
に
対
立
す
る
悪
徳
は

不
正
義
し
か
な
い（

22
）

。

す
べ
て
の
倫
理
徳
の
中
庸
は
、
理
性
の
規
準
に
適
合
す
る
こ
と
で
成
立
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
理
性
が
確
立
す
る
中
庸
と
い
う
意
味

で
「
理
性
の
中
庸 

（m
edium

 rationis

）」
と
言
う
こ
と
が
で
き
る（

23
）

。
情
念
を
対
象
と
す
る
節
制
や
勇
気
が
、
情
念
が
生
じ
る
欲
求
能

力
の
う
ち
に
中
庸
を
確
立
す
る
の
に
対
し
、
行
為
を
対
象
と
す
る
正
義
は
、
行
為
が
及
ぶ
外
的
事
物 

（res

） 

に
お
い
て
中
庸
を
確
立
す

る
。
し
た
が
っ
て
正
義
の
場
合
に
は
、「
理
性
の
中
庸
」 （
理
性
が
確
立
す
る
中
庸
） 

は
「
事
物
の
中
庸 

（m
edium

 rei

）」 （
事
物
に
お
い

て
確
立
さ
れ
る
中
庸
） 

で
も
あ
る
の
で
あ
る（

24
）

。

「
事
物
の
中
庸
」
は
、
各
人
の
個
別
的
条
件
と
は
無
関
係
に
一
定
の
仕
方
で
確
立
さ
れ
る
。「
各
人
に
各
人
の
も
の
を
帰
す
」
と
い
う
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九

正
義
の
原
則
は（

25
）

、
基
本
的
に
各
人
が
ど
ん
な
人
で
あ
っ
て
も
、
善
き
人
で
も
悪
し
き
人
で
も
、
怒
り
っ
ぽ
い
人
に
も
穏
和
な
人
に
も
適

用
さ
れ
る（

26
）

。「
事
物
の
中
庸
」
で
あ
る
「
正
義
の
中
庸
」
に
お
い
て
は
、
中
庸 

（
適
度
） 

は
、
個
人
差
抜
き
に
、
千
円 

（
シ
ャ
ツ
一

枚
）、
十
五
万
円 

（
初
任
給
月
額
）、
二
百
万
円 

（
首
相
の
俸
給
月
額
） 

と
い
っ
た
一
定
量 

（
額
） 

で
示
さ
れ
る
。
財
の
交
換 

（
売
買
） 

や

貸
借
に
関
わ
る
「
交
換
的
正
義 

（justitia com
m

utativa

）」
に
よ
れ
ば
、
首
相
で
あ
ろ
う
と
一
介
の
公
務
員
で
あ
ろ
う
と
、
千
円
借
り

た
ら
千
円
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
も
の
を
買
っ
た
ら
そ
の
代
価
を
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
財
の
分
配
に
関
わ
る
「
分
配

的
正
義 

（justitia distributiva

）」
に
よ
れ
ば
、
一
国
の
首
相
の
給
料
は
一
介
の
国
家
公
務
員
の
給
料
と
同
じ
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
二
つ
の
身
分
の
価
値
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
い
ず
れ
の
正
義
も
、
他
の
人
格
に
対
す
る
事
物
の
正
し
い
比 

（propor-

tio

） 

を
確
立
す
る（

27
）

。
交
換
的
正
義
の
中
庸
は
「
四
と
八
の
中
間
は
六
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
「
算
術
的
比
例
性 

（proportionalitas 

arithm
etica

）」
に
よ
っ
て
、
分
配
的
正
義
の
中
庸
は
「
四
と
九
の
中
間
は
六
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
「
幾
何
学
的
比
例
性 

（pro-

portionalitas geom
etrica

）」
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る（

28
）

。
算
術
的
比
例
性
は
三
項
の
間
が
同
じ
量
で
あ
る
よ
う
な
場
合 

（
八
マ
イ
ナ
ス

六
は
二
で
あ
り
、
六
マ
イ
ナ
ス
四
は
二
で
あ
る
） 
に
、
幾
何
学
的
比
例
性
は
三
項
の
間
が
同
じ
割
合
で
あ
る
よ
う
な
場
合 

（
六
分
の
四

と
九
分
の
六
は
い
ず
れ
も
三
分
の
二
で
あ
る
） 

に
成
立
す
る
。

他
の
倫
理
徳
の
「
理
性
の
中
庸
」 （
理
性
が
確
立
す
る
中
庸
） 

は
、「
個
人
の
異
な
る
条
件
に
即
し
て
考
察
さ
れ
る（

29
）

」
あ
る
い
は
「
情

念
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
我
々
と
の
関
係
で
確
立
さ
れ
る（

30
）

」
中
庸
で
あ
る
。「
事
物
の
中
庸
」
で
は
な
い
、
正
義
以
外
の
倫
理
徳
の
中

庸
は
、
各
人
の
個
別
的
・
身
体
的
な
条
件
抜
き
に
は
確
立
で
き
な
い（

31
）

。
節
制
の
徳
の
中
庸
た
る
適
度
な
「
食
欲
」
は
、
各
人
の
体
質
・

体
格
や
生
活
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、
事
物 

（
食
物
） 

の
一
定
量
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
〇
〇
グ
ラ
ム
の
米
飯
を
食

べ
る
こ
と
は
、
女
性
事
務
員
に
と
っ
て
は
多
す
ぎ
る
が
、
男
性
運
動
選
手
に
と
っ
て
は
そ
う
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
ど
ん
な
人

で
あ
っ
て
も
、
激
し
い
肉
体
運
動
を
伴
う
日
と
そ
う
で
は
な
い
日
で
は
、
体
調
が
優
れ
て
い
る
時
と
そ
う
で
は
な
い
時
で
は
、
食
物
の

適
量
は
異
な
っ
て
い
る
。
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　（
２
）
知
性
的
徳

ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
究
極
目
的 

（
神
） 

に
到
る
た
め
の
手
段
に
関
し
て
魂
の
認
知
的
部
分
を
完
成
さ
せ
る
徳
が
「
知
性
的
徳 

（virtus 

intellectualis

）」
で
あ
る
。
知
性
的
徳
は
、
論
証
の
第
一
原
理
を
対
象
に
す
る
「
直
知 

（intellectus

）」、
論
証
の
結
論
を
対
象
に
す

る
「
学
知 
（scientia

）」、
存
在
す
る
も
の
の
第
一
原
因
を
対
象
に
す
る
「
知
恵 

（sapientia

）」、
制
作
物
を
対
象
に
す
る
「
技
術

知 

（ars

）」
と
い
う
四
つ
の
思
弁
的
な
徳
と
、「
思
慮 

（prudentia

）」
と
い
う
行
為
を
対
象
に
す
る
実
践
的
な
徳
に
分
か
た
れ
る
。

知
性
的
徳
に
お
け
る
中
庸
は
、
知
性
が
認
識
対
象
で
あ
る
事
物
・
事
実 

（res

） 

と
合
致
す
る
こ
と
に
あ
る（

32
）

。
思
弁
的
な
知
性
的
徳
の

中
庸
は
、
存
在
す
る
も
の
を
存
在
す
る
と
判
断
す
る
こ
と
に
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
存
在
し
な
い
も
の
を
存
在
す
る
と
判
断
す
る
場
合

に
は
超
過
が
、
存
在
す
る
も
の
を
存
在
し
な
い
と
判
断
す
る
場
合
に
は
不
足
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
実
践
的
な
知
性
的
徳
で
あ

る
思
慮
の
中
庸
も
、
事
物
・
事
実
と
の
合
致
に
存
し
て
い
る
。
思
慮
が
善
い
も
の
を
善
い
、
悪
い
も
の
を
悪
い
と
判
断
さ
せ
る
時
、
実

践
知
性
は
道
徳
的
事
実
と
合
致
し
、
中
庸
が
成
立
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
悪
い
も
の 

（
善
く
な
い
も
の
） 

を
善
い
と
判
断
す
る
こ
と
は
一

種
の
超
過
で
あ
り
、
善
い
も
の
を
悪
い 

（
善
く
な
い
） 

と
判
断
す
る
こ
と
は
一
種
の
不
足
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
知
性
的
徳

の
中
庸
・
モ
ド
ゥ
ス
は
、
中
庸
が 

（
判
断
と
い
う
） 
理
性
の
働
き
そ
の
も
の
に
お
い
て
成
立
す
る
と
い
う
意
味
で
「
理
性
の
中
庸
・
モ

ド
ゥ
ス
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る（

33
）

。

知
性
的
徳
の
中
庸
の
規
準
は
事
物
・
事
実
に
あ
る
の
で
、
実
践
的
な
知
性
的
徳
で
あ
る
思
慮
は
道
徳
的
事
実
と
い
う
規
準
に
よ
っ
て

計
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
、
欲
求
能
力
に
対
し
て
「
か
く
あ
る
べ
し
」
と
い
う
規
準
を
与
え
る
も
の
で
あ
る（

34
）

。
し
た
が
っ

て
、「
思
慮
の
中
庸･

モ
ド
ゥ
ス
」
は
、
事
物
・
事
実
と
い
う
尺
度
に
よ
っ
て
計
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
「
思
慮
自
体
に
お
い
て
確
立
さ
れ

る
中
庸
」
を
指
す
だ
け
で
は
な
く
、
思
慮
が
こ
の
中
庸
を
尺
度
と
し
て
「
欲
求
能
力
の
う
ち
に
確
立
す
る
中
庸
」
も
指
す
。
後
者

は 

（
魂
の
欲
求
能
力
を
基
体
と
す
る
） 

倫
理
徳
に
お
け
る
中
庸
で
あ
っ
て
、
情
念
や
行
為
を
計
る
尺
度
と
な
る（

35
）

。
こ
の
よ
う
に
、「
尺

度
」
と
な
る
も
の
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
計
ら
れ
る
と
い
う
性
格
と
他
の
も
の
を
計
る
と
い
う
性
格
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
じ
っ
さ
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い
秤
は
、
原
器
に
基
づ
い
て
計
測
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
他
の
物
質
を
計
測
す
る
も
の
で
あ
る
。「
尺
度
」
と
い
う
意
味
で
用

い
ら
れ
る
、
ラ
テ
ン
語
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
や
ギ
リ
シ
ア
語
の
「
メ
ト
ロ
ン
」
が
、（
ⅰ
） 

尺
度
と 

（
ⅱ
） 

尺
度
に
よ
っ
て
計
ら
れ
る
も
の

（
大
き
さ
、
長
さ
、
量
） 

と
い
う
二
義
性
を
も
っ
て
い
る
の
は（

36
）

、「
尺
度
」
が
も
つ
、
こ
う
し
た
二
重
の
性
格
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　（
３
）
対
神
徳
　

ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
究
極
目
的 

（
神
） 

に
直
接
関
係
す
る
徳
、
神
を
認
識
し
た
り
、
求
め
た
り
、
愛
し
た
り
す
る
よ
う
に
人
間
の
認

識
・
欲
求
能
力
を
完
成
さ
せ
る
徳
が
対
神
徳 

（
信
仰
・
希
望
・
愛
徳
） 

で
あ
る
。
対
神
徳
の
場
合
、
完
成
の
規
準
は
人
間
の
理
性
で
は

な
く
、
神
ご
自
身
に
あ
る
か
ら
、
神
よ
り
は
る
か
に
劣
る
、（
人
間
の
魂
の
習
性
と
い
う
） 

ひ
と
つ
の
被
造
物
に
す
ぎ
な
い
対
神
徳

は
、
い
か
に
し
て
も
そ
の
規
準
に
完
全
に
到
達
し
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
超
過
す
る
こ
と
な
ど
あ
り
え
な
い
。 

―
「
人
間
は
、
神
が

愛
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
そ
の
極
み
ま
で
愛
す
る
こ
と
は
け
っ
し
て
で
き
ず
、
ま
た
神
を
信
じ
、
希
望
す
べ
き
で
あ
る
そ
の
極
み
ま
で
信

じ
、
希
望
す
る
こ
と
は
で
き
な
い（

37
）

」。
こ
の
よ
う
に
、
規
準
に
対
す
る
不
足
は
あ
っ
て
も
超
過
は
な
い
の
で
、
対
神
徳
そ
の
も
の
は
中

間
・
中
庸
の
性
格
を
も
た
な
い
。

し
か
し
、
付
帯
的
な
仕
方
で
は
対
神
徳
に
つ
い
て
も
中
庸
が
理
解
さ
れ
う
る（

38
）

。
無
限
に
善
き
も
の
で
あ
る
神
ご
自
身
を
望
み
す
ぎ
る

こ
と
は
あ
り
え
な
い
が
、
自
分
の
分
を
超
え
て
、
天
国
に
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
希
望 

（
慢
心
） 

し
た
り
、
天
国
に
行
く
資
格
が
あ
り

な
が
ら
、
天
国
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
と
絶
望
し
た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
う
る
。
し
た
が
っ
て
、
希
望
の
徳
は
、
慢
心
と
絶
望
の
悪

徳
の
中
間
に
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
。
ま
た
、
神
を
愛
す
る
内
的
行
為
（
身
体
を
伴
わ
な
い
意
志
の
は
た
ら
き
）
に
も
超
過
は
あ
り
え

な
い（

39
）

。
神
へ
の
愛
の
し
か
る
べ
き
在
り
方 

（m
odus

） 

は
、「
規
準 

（
尺
度
） 

に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
モ
ド
ゥ
ス
」
で
は
な
く
「
規
準 

（
尺

度
） 

で
あ
る
モ
ド
ゥ
ス
」
だ
か
ら
で
あ
る（

40
）

。
神
を
愛
す
れ
ば
愛
す
る
ほ
ど
、
そ
の
愛
は
よ
り
善
い
。
し
か
し
神
を
愛
す
る
外
的
行
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為 

（
例
え
ば
礼
拝
） 

は
人
間
の
理
性
を
規
準
と
し
て
規
制
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
お
い
て
愛
徳
に
中
庸
が
成
立
し
う
る
。

つ
ま
り
、
礼
拝
す
べ
き
で
は
な
い
時
・
場
所
や
仕
方
で
す
る
、
す
べ
き
時
・
場
所
や
仕
方
で
し
な
い
場
合
に
、
超
過
と
不
足
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る（

41
）

。
信
仰
に
つ
い
て
い
え
ば
、
一
つ
の
真
な
る
命
題
は
二
つ
の
偽
な
る
見
解
の
中
間
に
あ
る
、
と
い
う
仕
方
で
中
庸
が
理

解
さ
れ
う
る
。
た
と
え
ば
、
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
一
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ 

（
子
） 

と
二
つ
の
本
性 

（
人
性
と
神
性
） 

が
あ
る
と
い
う
真
な
る
信

仰
箇
条
は
、
二
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ
と
二
つ
の
本
性
が
あ
る
と
す
る
ネ
ス
ト
リ
オ
ス
の
異
端
と
、
一
つ
の
ペ
ル
ソ
ナ
と
一
つ
の
本
性
の
み
が

あ
る
と
す
る
エ
ウ
テ
ュ
ケ
ス
の
異
端
の
中
間
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
う
る（

42
）

。

３
　
有
徳
な
行
為
の
本
質
的
な
「
在
り
方
」

以
上
の
徳
の
中
庸
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
、「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
に
つ
い
て
次
の
こ
と
が
言
え
る
だ
ろ
う
。
徳
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
と

い
う
表
現
は
、
倫
理
徳
と
知
性
的
徳
に
つ
い
て
は
「
中
庸
」
と
い
う
意
味
で
の
「
節
度
」
を
含
意
し
て
い
る
が
、
対
神
徳
に
つ
い
て
は

本
質
的
に
は
そ
う
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
徳
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
は
「
節
度
」
に
限
ら
れ
な
い
含
意
を
も
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。じ

っ
さ
い
、「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
の
他
の
用
例
は
、
徳
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
が
「
節
度
」
に
限
ら
れ
な
い
、
広
い
意
味
で
の
徳
の
「
在

り
方
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ト
マ
ス
は
、
中
庸
と
い
う
性
格
を
本
質
的
に
も
た
な
い
対
神
徳
に
つ
い
て
も
「
モ
ド
ゥ

ス
」
と
い
う
表
現 

（
た
と
え
ば
「
愛
徳
の
モ
ド
ゥ
ス 

（m
odus caritatis

）」） 

を
用
い
て
い
る（

43
）

。
さ
ら
に
、
以
下
に
取
り
あ
げ
る
用
例
か

ら
も
、
徳
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
意
味
が
「
節
度
」
や
「
中
庸
」
に
限
定
さ
れ
な
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

ト
マ
ス
は
『
神
学
大
全
』
第
二
部
の
一
第
百
問
第
九
項
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
は
律
法
の
規
定 

（praeceptum
 legis

） 

の
も
と
に
含
ま
れ

る
か
」
の
主
文
で
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
依
拠
し
つ
つ
、
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
は
三
つ
の
要
素
か
ら
成
る
と
述
べ
て
い
る
。
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四
三

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
二
巻
で
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
は
三
つ
の
事
柄
に
存

す
る
。
そ
の
第
一
は
、
或
る
人
が
知
っ
て
い
て 

（sciens

） 

行
為
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
…
第
二
は
、
或
る
人
が
意
志
す

る
、
あ
る
い
は
選
び
か
つ
そ
れ
自
体
の
ゆ
え
に
選
ん
で
行
為
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
の
う
ち
に
は
二
つ
の
内
的

な
動
き
、
す
な
わ
ち
意
志
の
動
き
と
意
図
の
動
き
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
先
に
述
べ
た
。
…
第
三
に
は
堅
固

な
揺
る
ぎ
な
い
状
態
で 

（ut firm
e et im

m
obiliter habeat

） 

で
行
為
す
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
堅
固

さ
は
習
性 

（habitus
） 

に
固
有
に
属
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
或
る
人
が
根
付
い
た
習
性
か
ら
行
為
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
二
巻
第
四
章 

（1105a28-a33

） 

で
、
徳
あ
る
行
為
と
し
て
認
定
さ
れ
る
た
め
に
は

行
為
が
一
定
の
状
態
に
あ
る
こ
と 
（

） 

で
は
十
分
で
は
な
く
、
行
為
者
が
一
定
の
状
態
で
行
為
す
る
こ
と 

（

） 

が
必
要
で
あ
る
と
し
、
行
為
者
に
求
め
ら
れ
る
三
つ
の
条
件
を
示
し
て
い
る
。
ト
マ
ス
が
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
の

三
つ
の
要
素
と
し
て
提
示
し
て
い
る
も
の
は
、
こ
の
三
つ
の
条
件
に
対
応
し
て
い
る（

44
）

。

第
一
の
要
素
は
、
当
の
状
況
の
も
と
で
自
分
が
何
を
し
て
い
る
の
か
、
何
を
す
べ
き
か
を
行
為
者
が
知
っ
て
い
て
行
為
す
る
こ
と
で

あ
る（

45
）

。
敵
が
強
い
と
は
知
ら
ず
に
戦
っ
て
い
る
兵
士
は
、
死
の
危
険
に
直
面
し
て
い
る
と
は
言
え
ず
、
し
た
が
っ
て
「
勇
気
が
あ
る
」

と
は
言
え
な
い
。

第
二
の
要
素
は
、
為
す
べ
き
こ
と
を
意
志
し
、
そ
の
目
的 

（
当
の
為
す
べ
き
こ
と
） 

を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
を
、
そ
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
に
選
択
す
る
こ
と
で
あ
る（

46
）

。
じ
っ
さ
い
、
非
難
を
恐
れ
て
隣
人
を
助
け
る
人
は
「
親
切
」
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
称
賛

を
求
め
て
他
人
の
た
め
に
出
費
す
る
人
も
「
気
前
が
い
い
」
と
は
言
え
な
い
。
親
切
な
行
為
や
気
前
が
い
い
行
為
が
有
徳
な
行
為
で
あ

る
が
ゆ
え
に
行
お
う
と
欲
し
、
自
ら
が
置
か
れ
た
状
況
の
な
か
で
親
切
や
気
前
の
よ
さ
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
な
る
行
為
を
選

び
、
よ
ろ
こ
び
を
も
っ
て
そ
の
行
為
を
行
う
人
が
「
徳
あ
る 

（
親
切
な
・
気
前
の
よ
い
） 
人
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の
要
素
に
は
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意
志
の
内
的
働
き
が
関
与
し
て
い
る
。
ま
ず
、
為
す
べ
き
事
柄 

（
例
え
ば
親
切
な
行
為
） 

が
目
的
と
し
て
意
志
さ
れ
る 

（
ト
マ
ス
の
言

葉
で
は
「
意
志
」（47
）

）。
続
い
て
、
そ
の
目
的 

（
親
切
な
行
為
） 

を
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
て
、
そ
れ
が
目
指
さ
れ
る 

（
ト
マ
ス
の
言
葉
で
は

「
意
図
」）。
さ
ら
に
、
意
志
が
理
性 

（
知
性
） 

と
協
働
す
る
こ
と
で
、
目
的
へ
の
手
段
と
な
る
具
体
的
行
為 

（
例
え
ば
物
品
の
提
供
） 

が

「
選
択
」
さ
れ
る（

48
）

。

第
三
の
要
素
は
、
行
為
者
が
「
堅
固
な
揺
る
ぎ
な
い
状
態
で
」
行
為
し
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
習
性
か
ら
行
為
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
引
き
受
け
た
仕
事
が
、
時
間
や
資
金
の
面
か
ら
困
難
に
な
っ
て
も
、
決
然
と
し
て
投
げ
出
さ
な
い
人
が
「
忍
耐
」
の
徳
を
も
つ
人

で
あ
る
。

上
述
の
三
つ
の
要
素
は
、
徳
あ
る
人
の
行
為
の
在
り
方
の
特
徴
と
言
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
面
で
の
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」

は
、
徳
が
要
求
す
る
行
為
者
と
行
為
の
在
り
方
と
い
う
意
味
で
「
徳
の
在
り
方
」
あ
る
い
は
「
有
徳
な
在
り
方
」 （
創
文
社
訳
） 

と
い
う

訳
が
あ
て
は
ま
る
。

徳
は
「
習
性 

（habitus

）」
だ
か
ら
、「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
は
本
来
「
習
性
の
在
り
方
」
を
指
す
の
で
あ
っ
て
「
行
為 

（actus

） 

の
在

り
方
」
を
指
す
の
で
は
な
い
。
し
か
し
ト
マ
ス
は
「
徳
」
と
い
う
名
称
が
「
徳
の
行
為
」
を
指
す
の
に
も
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
認
め
て

い
る（

49
）

。
徳
そ
れ
自
体
は
魂
の
中
に
あ
っ
て
、
し
か
も
現
実
化
さ
れ
て
い
な
い
も
の 

（
習
性
） 

だ
か
ら
、
徳
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
語
る
こ

と
が
で
き
る
事
柄
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
と
い
う
表
現
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
面
で
「
徳
」
が
「
徳

の
行
為
」
に
拡
張
さ
れ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
、
つ
ま
り
「
有
徳
な
行
為
の
本
質
的
な
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る（

50
）

。

倫
理
徳
と
知
性
的
徳
の
場
合
、
有
徳
な
行
為
の
本
質
的
な
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
は
、
先 
（
本
節
1
・
2
） 

に
論
じ
た
よ
う
な 

「
節
度
」 

と
も
訳
さ
れ

る
べ
き 

「
中
庸
」 

の
状
態
を
含
ん
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
有
徳
な
行
為
者
に
要
求
さ
れ
る
上
述
の
三
つ
の
要
素
は
、
少
な

く
と
も
一
見
、
中
庸
と
い
う
要
素
を
含
ん
で
い
な
い
。
上
述
の
三
要
素
と
中
庸
と
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
と
考
え
れ
ば
い
い
の
か
。
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五

ト
マ
ス
は
、
中
庸
に
つ
い
て
、
徳
の
定
義
の
う
ち
に
置
か
れ
る
徳
の
本ラ

チ

オ

質
規
定
の
一
部
で
あ
っ
て
、
徳
で
あ
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に

「
選
択
的
習
性
、
つ
ま
り
選
択
に
基
づ
い
て
は
た
ら
く
習
性
で
あ
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る（

51
）

。
ト
マ
ス
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
的

な
徳
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
徳
は
「
善
き
選
択
的 

（
作
用
的
） 

習
性
」
で
あ
る（

52
）

。
こ
の
う
ち
「
善
き
」
と
い
う
部
分
の
内
実
は
、
倫
理
徳

と
知
性
的
徳
の
場
合
は
「
中
庸
」
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
徳
が
な
ぜ
善
い
の
か
と
い
う
と
、
理
性
の
規
準
に
し
た
が
う
か

ら
で
あ
り
、
理
性
の
規
準
に
し
た
が
う
も
の
に
は
中
庸
の
性
格
が
見
い
だ
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
先
述
の
三
要
素
は
、

徳
が
「
選
択
的
習
性
」
で
あ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
ず
、
為
す
べ
き
行
為
が
何
か
を
知
ら
ず
に
当
の
行
為
を
選
択
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
あ
る
い
は
何
を
し
て
い
る
か
知
ら
ず

に
当
の
行
為
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
で
、
第
一
の
要
素
た
る
「
知
」
の
要
件
は
、
第
二
の
要
素
た
る
「
選
択 

（
的
）」

の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る（

53
）

。
相
手
の
女
性
が
既
婚
者
と
知
ら
ず
に
性
的
関
係
を
も
っ
た
男
性
は
、
既
婚
者
と

の
性
交 

（
姦
淫
） 

を
選
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
第
三
の
要
素
で
あ
る
「
堅
固
さ
」
は
「
習
性
」
で
あ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
。「
習

性
」
と
は
「
動
か
し
が
た
い
性
質 

（qualitas difficile m
obilis

）」
（
54
）で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
の
要
素
と
第
二
の
要
素
は

徳
が
選
択
に
関
わ
る
も
の 

（「
選
択
的
」） 

で
あ
る
た
め
に
、
第
三
の
要
素
は
「
習
性
」
で
あ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
上
述
の
三
要
素
は
併
せ
て
徳
が
「
選
択
的
習
性
」
で
あ
る
た
め
に
必
要
な
条
件
を
成
し
て
い
る
、
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

徳
の
モ
ド
ゥ
ス
に
必
要
と
さ
れ
る
三
つ
の
要
素
を
提
示
す
る
際
、
ト
マ
ス
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
依
拠
し
て
い
た
が
、
そ
の
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
は
、
行
為
が
一
定
の
状
態
に
あ
る
こ
と
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
く
、
行
為
者
が
一
定
の
状
態
に
あ
る
こ
と
が
必
要
だ
、
と

し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
先
述
の
三
要
素
は
、
行
為
者
が
有
徳
で
あ
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
条
件
で
あ
っ
て
、
行
為
者
か
ら
切
り

離
し
て
考
察
さ
れ
た
有
徳
な
行
為
に
備
わ
る
条
件
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る（

55
）

。
そ
し
て
「
有
徳
な
行
為
の
本
質
的
な
在
り

方
」
は
、
有
徳
な
行
為
者
に
必
要
と
さ
れ
る
条
件
と
、
有
徳
な
行
為
に
必
要
と
さ
れ
る
条
件
の
双
方
を
含
ん
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
行
為
側
の
条
件
が
、
倫
理
徳
と
知
性
的
徳
に
関
し
て
は
「
中
庸
」
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。
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倫
理
徳
と
知
性
的
徳
に
関
し
て
い
う
と
、
個
々
の
有
徳
な
行
為
は
、
徳
あ
る
行
為
者
が
中
庸
を
備
え
た
行
為
を
意
図
・
選
択
す
る
こ

と
で
生
じ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
庸
の
行
為
は
、
有
徳
な
行
為
者
の
行
為
の
目
的
で
あ
り
、
選
択
の
対
象
で
あ
る
と
言
え
る
。
ト
マ
ス

は
、
行
為
論
や
徳
論
の
文
脈
で
、「
対
象 

（objectum

）」
と
い
う
代
わ
り
に
し
ば
し
ば
「
質
料 

（m
ateria

）」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て

い
る（

56
）

。
こ
う
し
た
ト
マ
ス
の
語
法
に
そ
く
す
る
と
、
た
と
え
ば
「
節
制
の
徳
の
質
料
は
触
覚
の
快
楽
で
あ
る
」
と
言
え
る（

57
）

。
陶
工
が
陶

磁
器
を
制
作
す
る
際
に
用
い
る
材
料 

（
質
料
） 

は
何
で
あ
っ
て
も
い
い
わ
け
で
は
な
く
、
特
定
の
性
質
を
も
っ
た
粘
土
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
同
様
に
、
徳
あ
る
人
が
有
徳
な
行
為
を
作
り
出
す
の
に
選
ぶ
の
は
、
ど
ん
な
行
為
で
あ
っ
て
も
い
い
わ
け
で
は
な
く
、
特
定

の
性
質
を
も
っ
た
行
為
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
有
徳
な
人
が
有
徳
な
行
為
の
た
め
に
選
ぶ
、
そ
の
「
材
料 

（
質
料
）」
が
中
庸
を
備

え
た
行
為
な
の
で
あ
る（

58
）

。
し
た
が
っ
て
、
中
庸
は
、
有
徳
な
行
為
の
質
料
因
側
に
要
求
さ
れ
る
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
先
述
の
三
要
素
は
、
有
徳
な
行
為
の
作
出
因 

（
行
為
者
） 

側
に
要
求
さ
れ
る
条
件
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

４
　
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
―
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
―
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス

ト
マ
ス
は
徳
、
と
り
わ
け
倫
理
徳
を
論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
だ
け
で
は
な
く
「
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス 

（m
odus ra-

tionis

）」
に
も
言
及
し
て
い
る（

59
）

。「
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
」
は
「
理
性
に
適
っ
た
節
度
」「
理
性
が
定
め
た
節
度
」
あ
る
い
は
「
理
性
に
か

な
っ
た
あ
り
方
」 （
創
文
社
訳
） 

と
訳
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に（

60
）

、
理
性
が
確
立
す
る
「
節
度
」
や
「
在
り
方
」
を

意
味
し
て
い
る
。

倫
理
徳
に
は
、
そ
れ
が
関
わ
る
対
象 （m

ateria

） 

に
お
い
て
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
を
遵
守
す
る
こ
と （observare

） 

が
属
し
て
い
る（

61
）

。
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す
べ
て
の
倫
理
徳
は
、
そ
れ
が
関
わ
る
対マ
テ
リ
ア象
の
う
ち
に
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
を
課
す
。
し
た
が
っ
て
、
勇
気
に
は
、
理
性
に
し
た

が
っ
て
制
御
さ
れ
た 

（m
oderatus

） 

恐
れ
が
属
す
る
。
そ
れ
は
、
恐
れ
る
べ
き
も
の
を
恐
れ
る
べ
き
時
に
等
々
と
い
っ
た
仕
方
で

恐
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
は
過
剰
に
よ
っ
て
と
同
様
、
不
足
に
よ
っ
て
も
損
な
わ

れ
う
る（

62
）

。

倫
理
徳
が
そ
れ
へ
と
向
か
っ
て
秩
序
づ
け
ら
れ
る
善
の
形
相
的
側
面 

（form
alis ratio

） 

と
は
一
つ
の
も
の
、
す
な
わ
ち
理
性
の

モ
ド
ゥ
ス
で
あ
る（

63
）

。

「
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
」
は
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
と
同
様
に
、
徳
が
「
遵
守
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
過
剰
と
不
足
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
か
ら（

64
）

、「
理
性
が
確
立
す
る
中
庸
」
と
い
う
意
味
で
「
理
性
の
中
庸
」 （
創
文
社
訳
） 

と
も
言
え
る
。

さ
ら
に
ト
マ
ス
は
、
し
ば
し
ば
キ
ケ
ロ
の
「
徳
は
、
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
と
理
性
に
合
致
し
た
、
精
神
の
習
性 

（anim
i habitus 

naturae m
odo atque rationi consentaneus

） 
で
あ
る（

65
）

」
と
の
言
葉
に
依
拠
し
つ
つ
、「
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス 

（m
odus naturae

）」

に
も
言
及
し
て
い
る（

66
）

。

徳
は
、
そ
の
完
全
な
存
在
に
そ
く
し
て
自
然
本
性
に
よ
っ
て
生
ぜ
し
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
は
い
え
、
自
然
本
性
に
し
た

が
っ
た
、
つ
ま
り
理
性
の
秩
序
に
し
た
が
っ
た
物
事
へ
と
傾
け
る
。
じ
っ
さ
い
キ
ケ
ロ
は
、
彼
の
『
修
辞
学
』
に
お
い
て
「
徳
は

自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
に
向
か
っ
て
理
性
に
合
致
す
る
と
こ
ろ
の
習
性 
（habitus in m

odum
 naturae rationi consentaneus

）」

と
述
べ
て
い
る（

67
）

。
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ト
マ
ス
の
キ
ケ
ロ
的
な
徳
の
定
義
に
し
た
が
う
と
、
徳
は
「
理
性
に
合
致
し
た
、
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
へ
と
向
か
う
習
性 

（habi-

tus in m
odus naturae

）」
あ
る
い
は
「
理
性
に
合
致
し
た
、
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
に
よ
る
習
性 

（habitus per m
odum

 naturae

）」

で
あ
る（

68
）

。
ま
た
、「
理
性
に
し
た
が
い
、
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
に
よ
っ
て
は
た
ら
く
」
と
言
わ
れ
る
と
き
に
、
徳
が
そ
れ
に
向
か
っ

て
は
た
ら
く
対
象
は
「
理
性
の
秩
序
に
し
た
が
っ
た
物
事
」 （
上
掲
引
用
文
） 「
自
ら
の
は
た
ら
き
」「
徳
に
関
す
る
物
事
」「
中
庸
」
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る（

69
）

。
こ
う
し
た
ト
マ
ス
の
用
法
か
ら
し
て
、「
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
」
は
「
自
然
本
性
の
限
度
・
節
度
」
あ
る

い
は
「
自
然
本
性
の
在
り
方
・
仕
方
」 （
創
文
社
訳
） 

と
い
っ
た
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る（

70
）

。

と
こ
ろ
で
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
と
「
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
」
そ
し
て
「
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
」
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
よ

い
の
だ
ろ
う
か
。
徳
が
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
と
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
に
し
た
が
う
と
い
う
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
は
自
然

本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
と
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
に
従
っ
て
い
る
こ

と
が
、
徳
が
善
で
あ
り
固
有
の
モ
ド
ゥ
ス
を
も
つ
所
以
で
あ
る
か
ら
、
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
が
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
の
形
相
的
側
面
を
成
し（

71
）

、

自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
が
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
の
質
料
的
側
面
を
成
す（

72
）

、
と
考
え
ら
れ
る
。

ト
マ
ス
は
、
い
く
つ
か
の
箇
所
で（

73
）

、
キ
ケ
ロ
の
言
葉
に
あ
る
「
自
然
本
性 

（natura

）」
が
、
事
物
や
人
間
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
も
つ

「
第
一
の
自
然
本
性 

（prim
a natura

）」
（
74
）で

は
な
く
、
生
後
に
獲
得
さ
れ
る
「
第
二
の
自
然
本
性 

（secunda natura

）」
（
75
）、

つ
ま
り
「
習

慣
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の 

（consuetudo

）」
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
ト
マ
ス
流
の
キ
ケ
ロ
的
な
徳
の

定
義
は
、「
第
二
の
自
然
本
性
の
在
り
方
と
理
性
が
定
め
た
在
り
方
・
尺
度
に
従
う
習
性
」
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
、
徳
の

在モ

ド

ゥ

ス

り
方
の
形
相
的
側
面
は
理
性
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
で
あ
り
、
質
料
的
側
面
は
自
然
本
性
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
で
あ
る
と
言
う
と
き
、
そ
の
自
然
本
性
の
在

り
方
と
は
「
第
二
の
自
然
本
性
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
習
慣
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
人
間
本
性
の
在
り
方
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な

ろ
う（

76
）

。
人
間
が
魂
と
い
う
形
相
と
身
体
と
い
う
質
料
か
ら
な
る
と
考
え
る
と
き
に
、
魂
な
し
に
は
身
体
は 

（
生
命
を
宿
す
物
体
と
い

う
） 

真
の
意
味
で
「
身
体
」
で
は
な
い
よ
う
に
、
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
な
し
に
は
、
人
間
の
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
は
、
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
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の
質
料
的
側
面
を
構
成
す
る
よ
う
な
在
り
方
は
で
き
な
い
。
と
い
う
の
も
、
人
間
の
自
然
本
性
は
、
理
性
が
確
立
す
る
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
を
し
て

い
る
の
で
な
け
れ
ば
、
真
の
意
味
で
中
庸
を
実
現
す
る
よ
う
な
徳
を
宿
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

徳
の
モ
ド
ゥ
ス
の
質
料
的
側
面
を
成
す
の
は
、
な
ぜ
第
一
の
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
で
は
な
い
の
か
。
言
い
換
え
れ
ば
、
な
ぜ
徳

は
、
石
が
下
に
向
か
っ
て
落
ち
る
よ
う
に
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
自
然
本
性
の
在
り
方
に
単
純
に
し
た
が
う
も
の
で
は
な
い
の
か
。
そ
の

理
由
は
、
人
間
の
自
然
本
性
が
理
性
的
で
あ
る
、
し
た
が
っ
て
、
人
間
は
「
A
を
行
う
」
こ
と
も
「
A
を
行
わ
な
い
」
こ
と
も
で
き
る

自
由
意
思
を
備
え
て
い
る
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る（

77
）

。
例
え
ば
、
食
欲
や
性
欲
が
強
い
人
で
も
、
そ
う
し
た
欲
求
を
抑
制
す
る
こ
と

を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
触
覚
の
快
楽
を
抑
制
す
る
習
慣
を
も
た
な
い
人
に
は
、
通
常
の
意
味
で
の
節
制
の
徳
は

宿
ら
な
い
。
通
常
の
倫
理
徳
や
知
性
的
徳
は
、
一
定
の
は
た
ら
き
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で

あ
る（

78
）

。
人
間
は
「
A
を
行
う
」
こ
と
も
「
A
を
行
わ
な
い
」
こ
と
も
欲
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
で
は
な
い
。
A
を
行
う
の
に
用
い
る
手

段
・
方
法
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
A
を
行
う
具
体
的
な
状
況
の
な
か
で
、
徳
を
実
現
す
る
の
に
、
ど
の
よ
う
な
手
段
・
方
法
を

用
い
る
の
が
適
切
か
を
判
断
す
る
の
が
理
性
で
あ
り
、
そ
の
判
断
が
「
理
性
の
規
メ
ン
ス
ー
ラ
準
・
尺モ
ド
ゥ
ス度
」
で
あ
る
。
動
く
ボ
ー
ル
の
よ
う
に
、
中

庸
は
状
況
に
よ
っ
て
変
化
す
る
。
し
た
が
っ
て
徳
の
行
為
に
は
、
中
庸
を
目
指
す
習
慣 

（
倫
理
徳
） 

を
獲
得
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
は

な
い（

79
）

。
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
手
を
固
定
す
る
と
動
く
ボ
ー
ル
を
射
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
理
性
に
よ
っ
て
中
庸
の
行
為
・
情
念
を
確

定
す
る
と
、
そ
の
中
庸
の
行
為
・
情
態
を
目
標 

（
目
的
） 

と
し
て
設
定
し
、
実
現
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
そ
の
「
理
性
の
中
メ
デ
ィ
ウ
ム
庸
・

尺モ
ド
ゥ
ス度
」
を
与
え
る
の
が
思
慮
と
い
う
知
性
的
徳
な
の
で
あ
る（

80
）

。

５
　
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
と
徳
の
分
類

以
上
で
主
に
論
じ
て
き
た
の
は
、
あ
ら
ゆ
る
徳
に
あ
て
は
ま
る 

「
徳
の
一
般
的
な
在モ

ド

ゥ

ス

り
方 

（generales m
odi virtutum

 / virtutis

）」（81
）

 

で
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あ
る
。
そ
れ
と
対
置
さ
れ
る
、
各
種
の
徳
に
固
有
に
あ
て
は
ま
る
モ
ド
ゥ
ス
を
ト
マ
ス
は
徳
の
分
類
に
用
い
て
い
る（

82
）

。

或
る
も
の
が
主
要
な
徳
に
そ
の
部
分
と
し
て
属
す
る
と
さ
れ
る
の
は
、
モ
ド
ゥ
ス
の
点
で
或
る
副
次
的
な
対
象
に
お
い
て
主
要
な

徳
に
類
似
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
モ
ド
ゥ
ス
と
は
、
徳
が
称
賛
さ
れ
る
主
要
な
根
拠 

（ex quo principaliter de-

pendet laus virtutis

） 

で
あ
り
、
ま
た
徳
が
名
称
を
そ
こ
か
ら 

（unde

） 

得
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
正
義
と
い
う
徳
の
モ

ド
ゥ
ス
や
名
称
は
一
種
の
均
等
性
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
し
、
勇
気
の
モ
ド
ゥ
ス･

名
称
は
一
種
の
揺
る
ぎ
な
さ
に
お

い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
節
制
の
モ
ド
ゥ
ス･

名
称
は
、
触
覚
の
快
楽
へ
の
最
も
激
し
い
欲
情
を
抑
制
す
る
限
り
に
お
い

て
、
一
種
の
抑
制
に
お
い
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
寛
容
や
穏
和
は
節
制
と
同
様
に
一
種
の
抑
制
に
お
い
て
成
立

す
る
。
と
い
う
の
も
、
す
で
に
述
べ
ら
れ
た
事
柄
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
寛
容
は
罰
を
軽
減
す
る
も
の
で
あ
り
、
穏
和
は
怒
り

を
和
ら
げ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
寛
容
も
穏
和
も
節
制
を
主
要
な
徳
と
し
て
、
そ
れ
に
付
属
す
る
も
の
で
あ
る

（adjunguntur

）。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
は
節
制
の
部
分
と
し
て
措
定
さ
れ
る（

83
）

。

ト
マ
ス
は
、
寛
容
や
穏
和
、
謙
遜
の
徳
を
「
主
要
な
徳
」
つ
ま
り
「
枢
要
徳 

（virtus cardinalis

）」
の
一
つ
で
あ
る
「
節
制
」
の

「
能
力
的
部
分 

（partes potentiales

）」
に
位
置
づ
け
て
い
る（

84
）

。
寛
容
・
穏
和
・
謙
遜
は
節
制
を
類
と
す
る
種
に
相
当
す
る
、
節
制
の

「
下
位
の
部
分 

（partes subjectivae

）」
で
は
な
い
。
節
制
の
「
下
位
の
部
分
」
に
属
す
る
の
は
、
飲
食
と
性
の
快
楽
に
関
わ
る
諸

徳 

（
節
食
、
節
酒
、
貞
潔
、
慎
ま
し
さ
） 

で
あ
る（

85
）

。
ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
、「
能
力
的
部
分
」
は
全
体
に
能
力
と
し
て
属
す
る
も
の
で
、
魂

を
全
体
と
す
る
な
ら
栄
養
摂
取
能
力
や
感
覚
能
力
が
該
当
す
る
。
寛
容
・
穏
和
・
謙
遜
が
「
節
制
の
能
力
的
部
分
」
に
該
当
す
る
理
由

は
明
解
で
は
な
い（

86
）

。
し
か
し
ト
マ
ス
は
、
寛
容
や
穏
和
や
謙
遜
が
節
制
の
能
力
的
部
分
で
あ
る
理
由
と
し
て
、
寛
容
や
穏
和
や
謙
遜
が

節
制
に
類
似
し
た
モ
ド
ゥ
ス
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
徳
は
す
べ
て
「
抑
制 

（refrenatio

）」
と
い
う
性
格
を
も
つ
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心
の
状
態
や
行
為
を
可
能
に
す
る
。
節
制
は
、
飲
食
や
性
行
為
に
伴
う
、
触
覚
を
通
し
て
得
ら
れ
る
快
楽
を
抑
制
す
る
の
に
対
し
、
節

制
の
能
力
的
部
分
で
あ
る
穏
和
は
怒
り
の
情
念
を
、
寛
容
は
身
体
的
な
処
罰
の
重
さ
を
、
謙
遜
は
希
望
の
情
念
を
抑
制
す
る
。
触
覚
を

通
し
て
得
ら
れ
る
快
楽
は
、
個
体
や
種
の
存
続
を
可
能
に
す
る
物
事
に
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、「
第
一
の
自
然
本
性
」
と
い
う
観
点
か

ら
は
、
人
間
に
と
っ
て
最
も
自
然
本
性
的
な
快
楽
で
あ
る
。
同
時
に
、
最
も
激
し
く
て
抑
制
す
る
こ
と
が
困
難
な
快
楽
で
あ
る
か
ら
、

抑
制
に
関
し
て
最
も
主
要
な
対
象
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
怒
り
や
希
望
の
感
情
や
処
罰
は
、
触
覚
の
快
楽
ほ
ど
抑
制
す

る
こ
と
が
困
難
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
抑
制
に
関
し
て
副
次
的
な
対
象
で
あ
る
と
言
え
る
。

他
の
三
つ
の
枢
要
徳
で
あ
る
「
正
義
」「
勇
気
」「
思
慮
」
に
つ
い
て
も
、「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
類
似
に
依
拠
し
た
「
能
力
的
部
分
」
の

分
類
が
考
え
ら
れ
て
い
る（

87
）

。
上
記
引
用
文
中
の
言
葉
に
拠
る
な
ら
、
正
義
の
モ
ド
ゥ
ス
は
「
均
等
性 

（aequalitas

）」
で
あ
り
、
勇
気

の
モ
ド
ゥ
ス
は
「
揺
る
ぎ
な
さ 

（firm
itas

）」
で
あ
る（

88
）

。
そ
し
て
思
慮
の
モ
ド
ゥ
ス
は
「
実
践
的
認
識
の
統
制
」
で
あ
る
と
言
え
る（

89
）

。

簡
潔
に
言
え
ば
、
モ
ド
ゥ
ス
の
点
に
お
い
て
各
枢
要
徳
と
類
似
し
て
い
る
徳
が
、
当
該
の
枢
要
徳
の
能
力
的
部
分
に
位
置
づ
け
ら
れ
る

の
で
あ
る
。

「
モ
ド
ゥ
ス
」
が
徳
の
能
力
的
部
分
の
選
別
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
が
な
い
が
、「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て

は
、
著
作
間
や
テ
ク
ス
ト
の
箇
所
で
相
違
が
あ
る
。
初
期
著
作
で
あ
る
『
命
題
集
註
解
』
で
は
、
枢
要
徳
の
能
力
的
部
分
は
、
枢
要
徳

の
モ
ド
ゥ
ス
を
「
分
有
す
る 

（participare

）」
と
さ
れ
て
い
る（

90
）

。
節
制
が
も
つ
「
抑
制
」
と
い
う
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
を
寛
容
や
穏
和
や
謙
遜
は
弱

い
仕
方
で
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
存
在
論
的
に
説
明
す
る
の
に
、「
前
者 

（
節
制
） 

の
モ
ド
ゥ
ス
を
後
者 

（
寛
容
・
穏
和
・
謙
遜
）

が
分
有
し
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
う
し
た
「
モ
ド
ゥ
ス
の
分
有
」
を
用
い
た
説
明
が
姿
を
消
す
一
方
で
、『
神
学
大
全
』
で
は
、
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
は
「
い
わ
ば
徳
の

一
種
の
形
相 

（quasi quaedam
 form

a

）」
と
呼
ば
れ
、
形
相
側
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る（

91
）

。
前
節
で
論
じ
た
よ
う
な
三
要
素
や
中
庸

を
備
え
た
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
を
も
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
行
為
者
や
行
為
は
徳
あ
る
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
抑
制
と
い
う
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
を
も
っ
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て
い
な
い
よ
う
な
習
性
は
、
節
制
は
も
ち
ろ
ん
寛
容
や
穏
和
や
謙
遜
と
い
っ
た
徳
で
は
あ
り
え
な
い
。
し
た
が
っ
て
徳
の
モ
ド
ゥ
ス

は
、
各
種
の
徳
を
各
種
の
徳
た
ら
し
め
る
徳
の
「
形
相
」
で
は
な
い
が
、「
形
相
的
な
も
の
」
と
い
う
意
味
で
「
い
わ
ば
一
種
の
形
相
」

と
言
え
る
。
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
は
徳
の
形
相
よ
り
も
形
相
的
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
ぜ
な
ら
「
抑
制
」
と
い

う
モ
ド
ゥ
ス
は
、
い
く
つ
か
の
徳
の
種
に
共
通
す
る
と
い
う
意
味
で
、
よ
り
共
通
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る（

92
）

。

ま
た
、
枢
要
徳
の
能
力
的
部
分
は
、（
上
掲
の
引
用
箇
所
の
よ
う
に
） 「
モ
ド
ゥ
ス
の
点
で 

（quantum
 ad m

odum

）」
枢
要
徳
に

「
類
似
し
て
い
る 

（im
itantur

）」
あ
る
い
は
「
類
似
が
み
と
め
ら
れ
る 

（attenditur sim
ilitudo

）」
（
93
）と

さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
枢
要

徳
と
「
モ
ド
ゥ
ス
に
お
い
て
合
致
す
る 

（convenire in m
odo

）」
あ
る
い
は
枢
要
徳
の
「
モ
ド
ゥ
ス
を
遵
守
す
る 

（observare m
o-

dum

）」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る（

94
）

。「
モ
ド
ゥ
ス
に
お
け
る
類
似
・
合
致
」「
モ
ド
ゥ
ス
の
遵
守
」
と
い
う
表
現
が
能
力
的
部

分
に
お
け
る
モ
ド
ゥ
ス
の
外
在
を
許
容
す
る
の
に
対
し
、「
モ
ド
ゥ
ス
の
分
有
」
や
「
形
相 

（
的
）」
と
い
っ
た
表
現
は
モ
ド
ゥ
ス
の
内

在
を
示
す
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

６
　
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
と
徳
の
称
賛

前
節
で
引
用
し
た
テ
ク
ス
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
と
は
「
徳
が
称
賛
さ
れ
る
主
要
な
根
拠（

95
）

」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い

る
。
ト
マ
ス
は
、
広
義
で
の
「
徳
」
は
「
人
間
の
行
為
・
情
念
に
お
け
る
善
き
も
の
で
あ
り
、
か
つ
称
賛
の
対
象
と
な
り
う
る
も
の
す

べ
て 

（om
ne quod est bonum

 et laudabile

）」
（
96
）で

あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ト
マ
ス
に
と
っ
て
「
徳
」
と
「
称
賛
」
は

切
り
離
し
が
た
い
も
の
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
で
ト
マ
ス
は
、
徳
に
つ
い
て
の
称
賛 

（laus

） 

を
徳
に
与
え
ら
れ
る
名
誉 

（honor

） 

と
対
比
的
に
論
じ
て
も
い
る（

97
）

。
徳
そ
れ

自
体 

（propter se

） 

が
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
欲
求
の
対
象
と
な
る
が
ゆ
え
に
与
え
ら
れ
る
の
が
名
誉
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
徳

が
他
の
も
の
の
た
め
に 

（propter aliud

） 

欲
求
の
対
象
と
な
る
が
ゆ
え
に
与
え
ら
れ
る
の
が
称
賛
で
あ
る
。
徳
が
称
賛
さ
れ
る
理
由
を
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成
立
さ
せ
る
「
他
の
も
の
」
と
は
「
徳
あ
る
行
為
」
で
あ
る（

98
）

。
徳
は
、
徳
あ
る
行
為
を
生
ぜ
し
め
る
原
理
・
起
源
で
あ
る
が
ゆ
え
に
称

賛
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
習
性
で
あ
る
徳
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
我
々
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
の
で
称
賛
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。
徳

は
具
体
的
な
行
為
に
現
実
化
さ
れ
て
は
じ
め
て
我
々
に
認
識
さ
れ
る
も
の
と
な
る
。
徳
を
習
態 

（habitus

） 

か
ら
現
実
態 

（actus

）、
つ

ま
り
現
実
の
有
徳
な
行
為
へ
と
変
化
さ
せ
る
の
は
、
そ
の
徳
を
も
つ
人
の
意
志
で
あ
る（

99
）

。
し
た
が
っ
て
、
徳
の
称
賛
の
根
拠
は
、
徳
に

よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
結
果
で
は
な
く
て
意
志
に
あ
る
、
と
ト
マ
ス
は
考
え
る
の
で
あ
る（

100
）

。
そ
し
て
称
賛
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
行
為
者

側
に
求
め
ら
れ
る
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
の
三
要
素
の
な
か
で
二
番
目
の
意
志
の
内
的
行
為 

（
は
た
ら
き
） 

― 

行
為
者
が
当
の 

（
外
的
）

行
為
を
意
志
し
、
選
択
し
た
こ
と 

― 

が
主
要
で
あ
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
魂
の
中
に
存
在
す
る
徳
の
よ
う
な
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
事
物
の
本
質
的
な
要
素
一
般
に
つ
い
て
ト
マ
ス
は
そ
の
直
接
知

を
否
定
し
て
い
る（

101
）

。
我
々
は
「
付
帯
的
差
異
を
通
し
て
本
質
的
差
異
の
認
識
に（

102
）」「

結
果
や
属
性
を
通
し
て
事
物
の
本
質
の
認
識
に

至
る（

103
）

」
の
で
あ
っ
て
、
有
徳
な
行
為
と
い
う
付
帯
性
・
結
果
を
通
し
て
徳
の
本
質
の
認
識
に
到
る
の
で
あ
る
。
　

さ
て
、
徳
だ
け
で
は
な
く
、
徳
の
称
賛
の
根
拠
と
な
る
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
も
、
認
識
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
称
賛
の
根
拠
た
り
え
な

い
。
前
篇
の
補
考
に
お
い
て
、
事
物
の
形
相
・
存
在
を
受
け
と
る
前
提
条
件
と
な
る
モ
ド
ゥ
ス
に
よ
っ
て
事
物
が
存
在
す
る
場
合
の

「
存
在
の
モ
ド
ゥ
ス 

（m
odus essendi

）」
と
、
形
相
・
存
在
を
受
け
と
っ
た
後
に 

「
存
在
す
る
仕
方
・
存
在
様
態 

（m
odus existendi

）」

が
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た（

104
）

。
称
賛
の
根
拠
と
な
る
「
抑
制
」「
均
等
性
」「
揺
る
ぎ
な
さ
」「
実
践
的
認
識
の
統
制
」
と
い
っ
た

モ
ド
ゥ
ス
は
ど
ち
ら
の
モ
ド
ゥ
ス
か
。
―
―
明
ら
か
に
後
者
の
モ
ド
ゥ
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
質
料
的
事
物
は
質
料
抜
き
の
形
相

に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
と
い
う
の
が
ト
マ
ス
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
る
か
ら
、
形
相
を
受
け
と
る
前
提
条
件
と
な
る
モ
ド
ゥ
ス
そ
の
も

の
を
我
々
が
直
接
認
識
す
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に 
（
第
二
節
３
）、「
徳
」
が
「
徳
あ
る
行
為
」
を
指
す
こ
と

が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ト
マ
ス
は
認
め
て
い
る
し
、
じ
っ
さ
い
に 

（
少
な
く
と
も
先
に
分
析
し
た
テ
ク
ス
ト
で
は
） 「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」

は
「
徳
あ
る
行
為
の
モ
ド
ゥ
ス
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
有
徳
な
行
為
の
本
質
的
な
在
り
方
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
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徳
と
い
う
形
相
は
、
行
為
者
の
魂
の
中
で
存
在 

（esse

） 

し
て
い
る
と
き
に
は
じ
め
て
、
具
体
的
な
現
実
の
行
為
の
中
で
も
存
在
す

る 
（existere

） 

こ
と
が
で
き
る
。
特
定
の
種
に
属
す
る
限
り
で
の
事
物
の
個
別
的
・
現
象
的
存
在
の
仕
方 

（
人
間
ソ
ク
ラ
テ
ス
の
在
り

方
） 
は
、
そ
の
も
の
が
そ
の
種
の
も
の
と
し
て
存
在
す
る
仕
方 

（
人
間
の
在
り
方
） 

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
種
と
し

て
「
存
在
す
る
仕
方
・
存
在
様
態 

（m
odus existendi

）」
は
、
そ
の
も
の
の
「
存
在
の
在
り
方 

（m
odus essendi

）」
に
自
体
的
に
付

帯
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ヘ
ク
ト
ル
が
戦
い
に
際
し
て
発
揮
し
た
勇
気
や
聖
カ
タ
リ
ナ
が
殉
教
に
際
し
て
示
し
た
勇
気
の
在
り

方 

（m
odus existendi

） 
は
、
時
代
や
場
面
を
異
に
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
勇
気
の
徳
が
自
体
的
に
伴
う
「
揺
る
ぎ
な
い
」
行
為
の

在モ

ド

ゥ

ス

り
方
を
し
て
い
る
。
そ
の
「
揺
る
ぎ
な
さ
」

― 

死
の
危
険
と
恐
怖
に
直
面
し
て
ひ
る
む
こ
と
が
な
か
っ
た
こ
と
を
も
っ
て
、
我
々

は
彼
や
彼
女
の
勇
気
を
称
賛
す
る
の
で
あ
る
。

７
　
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
と
徳
の
名
称

先
に
引
用
し
た
箇
所
に
あ
る
よ
う
に
、
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
は
、
徳
を
称
賛
す
る
根
拠
で
あ
る
と
共
に
、「
徳
が
名
称
を
そ
こ
か
ら
得
る

も
の（

105
）

」
つ
ま
り
「
徳
の
名
称
の
根
拠
」
で
も
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

節
制
に
は
、
過
度
に
そ
れ
へ
と
心
を
引
き
つ
け
る
よ
う
な
喜
び
を
抑
制
す
る
こ
と
が
属
す
る
。
他
方
、
勇
気
に
は
、
心
を
強
く
し

て
理
性
の
善
か
ら
逃
げ
よ
う
と
す
る
恐
怖
を
は
ね
つ
け
る
こ
と
が
属
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
勇
気
へ
の
称
賛
は
一
種
の
過
剰

（quidam
 excessus

） 

に
存
す
る
の
で
あ
り
、
勇
気
の
諸
部
分
は
す
べ
て
そ
の
こ
と
に
基
づ
い
て
名
づ
け
ら
れ
て
い
る 

（ex hoc 

denom
inantur

）。
他
方
、
節
制
の
称
賛
は
一
種
の
欠
如 

（quidam
 defectus

） 

に
存
す
る
の
で
あ
り
、
節
制
そ
の
も
の
も
節
制
の

諸
部
分
も
す
べ
て
、
そ
の
こ
と
に
基
づ
い
て
名
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
節
食 

（abstinentia

） 

も
節
制
の
部
分
で
あ

る
の
で
、
欠
如
か
ら
名
づ
け
ら
れ
て
い
る（

106
）

。
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こ
こ
で
は
、
勇
気
に
つ
い
て
は
「
一
種
の
過
剰
」
が
、
節
制
に
つ
い
て
は
「
一
種
の
欠
如
」
が
、
徳
が
名
づ
け
ら
れ
る
根
拠
に
な
っ

て
い
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。「
揺
る
ぎ
な
さ
」
と
い
う
勇
気
の
モ
ド
ゥ
ス
は
ひ
る
む
こ
と
な
く
恐
怖
に
立
ち
向
か
う 

（
後
退
さ
せ

ず
、
む
し
ろ
前
進
さ
せ
る
） 

と
い
う
点
で
「
一
種
の
過
剰
」
で
あ
る
と
言
え
る
。
同
じ
く
「
抑
制
」
と
い
う
節
制
の
モ
ド
ゥ
ス
は
、
欲

情
に
心
を
ひ
か
れ
な
い
よ
う
に
す
る 

（
後
退
さ
せ
る
） 

と
い
う
点
で
「
一
種
の
欠
如
」
と
言
え
る
。

徳
の
名
称
の
根
拠
で
あ
る
よ
う
な
、「
揺
る
ぎ
な
さ
」「
一
種
の
過
剰
」
あ
る
い
は
「
抑
制
」「
一
種
の
欠
如
」
と
い
っ
た
モ
ド
ゥ
ス

も
、
徳
の
称
賛
の
根
拠
で
あ
る
よ
う
な
モ
ド
ゥ
ス
と
同
様
、
名
称
を
付
与
す
る
我
々
人
間
に
認
識
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

我
々
は
、
或
る
事
物 

（
X
） 
に
属
す
る
何
ら
か
の
も
の 

（
Y
） 

を
何
ら
か
の
仕
方
で
認
識
し
て
は
じ
め
て
、
そ
の
事
物 

（
X
） 

を
名
づ
け

る
根
拠
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
モ
ド
ゥ
ス
も
、
各
種
の
徳
を
各
種
の
徳
た
ら
し
め
る
前
提
条
件
を

成
し
て
い
る
「
モ
ド
ゥ
ス
」 （m

odus essendi 

の m
odus

） 

で
は
な
く
、
個
々
の
徳
が
現
実
に
存
在
す
る
「
仕モ
ド
ゥ
ス方
」 （m

odus existendi 

の m
odus

） 

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に 

（
本
節
５
）、
触
覚
を
通
し
て
得
ら
れ
る
快
楽
は
、
抑
制
す
る
こ
と
が
最
も
困
難
な
快
楽
で
あ
る
。
抑
制
と

い
う
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
は
、
穏
和
や
謙
遜
や
寛
容
の
徳
に
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
徳
の
抑
制
の
対
象
で
あ
る
怒
り
や
希
望
の
感
情
や
処
罰

は
、
触
覚
の
快
楽
ほ
ど
抑
制
す
る
こ
と
が
困
難
で
は
な
い
。「
多
数
の
事
物
に
共
通
に
適
合
す
る
も
の
は
、
最
高
度
に
適
合
す
る
事
物

に
換
称
的
に
帰
し
め
ら
れ
る（

107
）

」。
た
と
え
ば
「
都
」
と
い
う
一
般
名
詞
が
ロ
ー
マ
を
指
す
の
に
「
換
称
的
に 

（antonom
astice

）」
用
い

ら
れ
る
よ
う
に
、
日
常
言
語
で
は
、
一
般
名
詞
が
、
そ
れ
が
指
す
も
の
の
う
ち
で
最
も
主
要
な
も
の
を
指
す
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
る

こ
と
が
あ
る（

108
）

。
と
こ
ろ
で
、「
抑
制
」
は
一
種
の
「
制
御 

（m
oderatio

）」
で
あ
る
。
す
べ
て
の
倫
理
徳
は
、
あ
る
も
の
は
過
剰
な
情

念
・
行
為
を
抑
制
し
、
あ
る
も
の
は
過
小
な
情
念
・
行
為
を
強
化
す
る
こ
と
で
一
種
の
制
御
を
行
う
。
し
た
が
っ
て
、「
節
制
」
と
い

う
名
詞
は
、
こ
う
し
た
倫
理
徳
一
般
が
も
つ
「
制
御
」
と
い
う
性
格 

（
ト
マ
ス
の
言
葉
で
は
「
一
般
的
徳 

（virtus generalis

）」） 

を
指

す
。
ま
た
換
称
的
に
、
あ
ら
ゆ
る
徳
の
な
か
で
「
制
御
」
と
い
う
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
・
性ラ

チ

オ格
を
最
大
に
も
つ
、
触
覚
の
快
楽
を
抑
制
す
る
徳
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五
六

（「
特
殊
的
徳 

（virtus specialis

）」） 

の
名
称
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

他
方
で
ト
マ
ス
は
「
倫
理
的
行
為
及
び
習
性
は
対
象
か
ら 

（ex objectis

） 

名
称
と
種
を
も
つ（

109
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
す
る
と
、
魂
の

善
き
作
用
的
習
性
で
あ
る
徳
も
対
象
か
ら
名
称
を
も
つ
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
モ
ド
ゥ
ス
か
ら 

（unde

） 

名
称
を
も
つ
」
こ
と
と

ど
う
両
立
す
る
の
か
。 

― 

ト
マ
ス
は
、
名
称
の
由
来
と
名
称
の
付
与
を
区
別
し
て
お
り
、
前
者
は
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
、
後
者
は
徳
の
形

相
に
基
づ
く
と
解
釈
可
能
で
あ
る（

110
）

。
徳
の
名
称
の
起
源
は
、
抑
制
や
揺
る
ぎ
な
さ
と
い
っ
た
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
に
あ
る
。
他
方
で
、
徳
の

形
相
は
徳
の
対
象
か
ら
得
ら
れ
る
。
節
制
は
、
理
性
に
反
す
る
、
前
進 

（
対
象
へ
と
向
か
わ
せ
る
） 

タ
イ
プ
の
情
念
、
な
か
で
も
理
性

に
最
も
あ
ら
が
う
触
覚
の
快
楽
を
抑
制
す
る
こ
と
を
対
象
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
最
大
の
抑
制
と
い
う
「
形
相 

（
的
特ラ

チ

オ質
）」

を
も
つ
も
の
に
「
節
制
」
と
い
う
名
称
が
付
与
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

三
　「
勇
気
」
の
モ
ド
ゥ
ス

先 

（
第
二
節
6
） 

に
述
べ
た
よ
う
に
、
広
義
で
は
「
人
間
の
行
為
・
情
念
に
お
け
る
、
善
い
称
賛
の
対
象
の
す
べ
て（

111
）

」
が
「
徳
」
と

呼
ば
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
聖
霊
の
賜
物
」
と
い
う 
（
神
に
よ
っ
て
直
接
に
動
か
さ
れ
る
こ
と
を
容
易
に
す
る
と
い
う
） 

あ
る
意
味
で

徳
以
上
の
も
の
も
「 

（
英
雄
的
） 

徳
」
と
呼
ば
れ
る（

112
）

。
さ
ら
に
、
真
に
善
き
も
の
で
は
な
い
も
の
も
、
人
が
そ
れ
を
「
善
き
も
の
」
と

し
て
捉
え
る
限
り
で
は
称
賛
の
対
象
と
な
り
、「
徳
」
と
呼
ば
れ
る
。
ト
マ
ス
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
記
述
に
沿
っ
て
、
こ
う
し
た
徳

ま
が
い
の
も
の
と
し
て
「
勇
気 

（
に
似
た
も
の
）」
の
五
つ
の
「
在
り
方 

（m
odi

）」
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
こ
の
「
徳
も

ど
き
の
モ
ド
ゥ
ス
」
を
考
察
す
る
こ
と
で
、「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
と
「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
理
解
を
深
め
た
い
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
と
っ
て
、
本
来
の
意
味
で
の
「
勇
気
」
と
は
、
最
も
美
し
い
場
面 

（
典
型
的
に
は
戦
争
） 

で
、
死
の
危
険
に
直

面
し
な
が
ら
も
、
死
へ
の
恐
怖
に
耐
え
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な
徳
で
あ
る（

113
）

。『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
三
巻
第
八
章

（1116a15-1117a26

） 

で
は
、「
勇
気
」
に
見
え
る
が
そ
う
で
は
な
い
も
の
が
五
つ
の
類
型 

（

） 

に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
目



ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究
（
二
）

五
七

は
、（
1
） 

法
に
よ
る
懲
罰
や
非
難
を
避
け
る
た
め
、
あ
る
い
は
名
誉
を
求
め
て
戦
い
の
場
面
で
の
危
険
な
事
柄
に
耐
え
る
と
い
う

「
市
民
と
し
て
の
勇
気
」
で
あ
る
。
こ
の
種
の
「
勇
気
」
は
、
美
し
い
も
の
で
あ
る
名
誉
を
欲
求
し
、
醜
い
も
の
で
あ
る
恥
辱
を
忌
避

す
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
も
の
で
、
真
の
勇
気
に
最
も
よ
く
似
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
は
さ
ら
に
、
支
配
者
に
よ
っ
て
強
制
さ
れ
る

こ
と
で
戦
う
よ
う
な
人 

（
兵
士
） 

を
「
市
民
と
し
て
の
勇
気
」
よ
り
も
劣
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。
彼
ら
が
戦
い
続
け
る
の

は
、
罰
や
非
難
に
対
す
る
恐
れ
の
た
め
、
あ
る
い
は
苦
痛
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
二
つ
目
は
、（
2
） 

戦
術
や
武
器
に
つ
い
て
の
経

験
が
豊
富
で
あ
る
た
め
に
発
揮
さ
れ
る
「
勇
気
」
で
あ
る
。
三
つ
目
は
、（
3
） 

苦
痛
や
気
概
に
駆
り
立
て
ら
れ
て 

（
苦
痛
や
気
概
の
原

因
で
あ
る
） 

危
険
に
立
ち
向
か
う
「
獣
の
勇
気
」
で
あ
る
。
四
つ
目
は
、（
4
） 

楽
観
的
で
あ
る
が
ゆ
え
に
危
険
に
対
し
て
平
然
と
し
て

い
ら
れ
る
「
希
望
を
抱
く
楽
観
的
な
人
の
勇
気
」
で
あ
る
。
彼
ら
が
自
信
を
も
っ
て
い
ら
れ
る
の
は
、
た
び
た
び
多
く
の
敵
に
勝
利
し

た
か
ら
で
あ
る
。
五
つ
目
は
、（
5
） 
事
態
に
無
知
で
あ
る
が
ゆ
え
に
発
揮
さ
れ
る
「
無
知
の
勇
気
」
で
、
敵
を
ス
パ
ル
タ
人
で
は
な

く
シ
キ
ュ
オ
ン
人
と
勘
違
い
し
て
戦
っ
た
場
合
が
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
自
分
に
自
信
を
も
っ
て
い
な
い
点
で
彼
ら
は

（
4
） 

よ
り
も
劣
っ
て
い
る
。
じ
っ
さ
い
事
態
の
変
化
を
認
め
た
り
、
推
察
し
た
り
す
る
と
、
彼
ら
は
戦
い
の
場
か
ら
逃
げ
出
し
て
し

ま
う
。

ト
マ
ス
は
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
註
解
』
で
は（

114
）

、
こ
の
五
類
型
を
そ
れ
ぞ
れ 

（
1
） 「
政
治
的
な
い
し
は
市
民
的
勇
気 

（fortitudo 

politica sive civilis

）」 （
2
） 「
兵
士
の
勇
気 

（fortitudo m
ilitaris

）」 （
3
） 「
怒
り
に
よ
る
勇
気
」 （
4
） 「
希
望
に
よ
る
勇
気
」 （
5
） 「
無

知
に
よ
る
勇
気
」
と
名
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
一
の
類
型
で
あ
る
「
政
治
的
・
市
民
的
勇
気
」
を
さ
ら
に
三
つ
の
段
階 

（gra-

dus

） 

に
区
別
し
、
第
一
段
階
で
は
名
誉
の
た
め
に
、
第
二
段
階
で
は
罰
を
恐
れ
る
た
め
に
、
第
三
段
階
で
は
強
制
さ
れ
る
こ
と
で
危

険
に
耐
え
る
と
し
て
い
る（

115
）

。
さ
ら
に
、
こ
の
う
ち
第
一
段
階
の
「
勇
気
」
を
真
の
勇
気
に
最
も
近
い
も
の
と
し
て
い
る（

116
）

。

「
勇
気
は
徳
で
あ
る
か
」
と
い
う
問
題
を
論
じ
た
『
神
学
大
全
』
第
二
部
の
二
第
百
二
十
三
問
第
一
項
の
第
二
異
論
解
答
で
は
、
上

述
の
五
類
型
は
次
の
よ
う
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
「
徳
を
も
っ
て
い
な
い
が
、
徳
以
外
の
何
ら
か
の
原
因
に
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五
八

よ
っ
て
、
徳
の
外
的
行
為
を
作
り
だ
す 

（efficiunt

） 

人
」
の
類
型
と
し
て
解
釈
さ
れ
る
。
徳
の
外
的
行
為
は
徳
な
し
に
三
通
り
の
仕
方

で
生
じ
る（

117
）

。
第
一
に
は 

（
a
） 

困
難
で
は
な
い
か
の
よ
う
に
困
難
な
も
の
へ
と
向
か
う
こ
と
に
よ
る
。
第
二
に
は 

（
b
） 

悲
し
み
や
怒
り

と
い
っ
た
情
念
の
衝
動
に
よ
っ
て
生
じ
る
。
第
三
に
は 

（
c
） 「
し
か
る
べ
き
目
的 

（finis debitus

）」
を
も
っ
た
選
択
を
し
て
い
な
い

場
合
に
生
じ
る
。
そ
の
反
対
の
「
し
か
る
べ
き
で
は
な
い
目
的
」
と
は
、
名
誉
や
快
楽
や
富
の
よ
う
な
一
時
的
な
利
益
を
得
る
こ
と

や
、
非
難
や
苦
痛
や
損
失
の
よ
う
な
不
利
益
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
。
危
険
を
「
危
険
」
と
捉
え
て
い
な
い
第
一 

﹇（
a
）﹈ 

の
よ
う
な

ケ
ー
ス
は
、
さ
ら
に
三
通
り
に
区
別
さ
れ
る
。
一
つ
に
は 

（
a1

） 

危
険
の
大
き
さ
に
気
づ
い
て
い
な
い
と
い
う
「
無
知
」
に
よ
る
。
ま

た
一
つ
に
は 

（
a2

） 

危
険
に
打
ち
勝
つ
の
に
楽
観
的
な
希
望
を
抱
い
て
い
る
場
合
で
あ
り
、
こ
れ
は
過
去
に
危
険
を
回
避
で
き
た
経
験

を
豊
富
に
も
つ
人
に
生
じ
る
。
も
う
一
つ
に
は
、
兵
士
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、（
a3

） 

知
識
や
技
術
が
も
と
で
生
じ
る
。『
ニ
コ
マ
コ

ス
倫
理
学
註
解
』
で
の
分
類
を
用
い
る
と
、（
a1

） 

が 

（
5
） 「
無
知
に
よ
る
勇
気
」
に
、（
a2

） 

が 

（
4
） 「
希
望
に
よ
る
勇
気
」
に
、

（
a3

） 

が 

（
2
） 「
兵
士
の
勇
気
」
に
、（
b
） 
は 

（
3
） 「
怒
り
に
よ
る
勇
気
」
に
、（
c
） 

は 

（
1
） 「
政
治
的
・
市
民
的
勇
気
」
に
相
当
す

る
。こ

れ
ら
の
「
勇
気
も
ど
き
」
の
「
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
」
は
、
徳
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
の
何
を
欠
い
て
い
る
が
ゆ
え
に
真
の
意
味
で
の
「
勇
気
」
で
は
な
い

の
だ
ろ
う
か
。
先
に 

（
第
二
節
３
）、
ト
マ
ス
が
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
沿
っ
て
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
に
不
可
欠
な
要
素
を
三
つ
挙
げ
て
い
る

こ
と
を
紹
介
し
た
。
そ
の
三
つ
と
は
、
簡
潔
に
言
え
ば 

（
ⅰ
） 
知
、（
ⅱ
） 

意
志 

（
意
図
・
選
択
）、（
ⅲ
） 

習
性 

（
不
動
性
） 

で
あ
る
。

（
a1

） 

が 

（
ⅰ
） 

知
に
お
い
て
、（
c
） 

が 

（
ⅱ
） 「
意
志 

（
選
択
）」
に
お
い
て
欠
陥
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
明
言
さ
れ
て
い
る
。
他
の
類
型

は
ど
の
要
素
を
欠
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
各
類
型
は
一
点
に
お
い
て
の
み
欠
陥
を
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。

知
性
と
意
志
の
協
働
を
強
調
す
る
ト
マ
ス
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、（
a
） （
b
） （
c
） 

の
す
べ
て
に 

（
ⅰ
） 

知
と 

（
ⅱ
） 

意
志
の
欠
陥
が

認
め
ら
れ
る
、
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
無
知
が
原
因
に
せ
よ
、
知
識
や
技
術
が
原
因
に
せ
よ
、（
a
） 

危
険
な
も
の
を
危
険
で
は
な
い

と
捉
え
る
こ
と
は
「
知
」
の
欠
陥
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
知
の
欠
陥
に
基
づ
い
た
欲
求
や
選
択
は
、
欠
陥
を
も
っ
た
「
意



ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
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究
（
二
）

五
九

志
」
の
は
た
ら
き
で
あ
る
。（
b
） 

強
い
情
念
、
つ
ま
り
感
覚
的
欲
求
の
は
た
ら
き
に
駆
ら
れ
て
下
す
誤
っ
た
判
断
は
「
知
」
の
点
で

欠
陥
を
も
つ
。
そ
う
し
た
誤
っ
た
判
断
に
基
づ
く
「
意
志 

（
選
択
）」
の
は
た
ら
き
も
ま
た
欠
陥
を
有
し
て
い
る
。（
c
） 

が
意
志
す
べ

き
目
的
を
意
志
し
て
い
な
い
の
は
、
意
志
す
べ
き
目
的
を
意
志
す
べ
き
も
の
と
認
識
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た
「
知
」

に
お
け
る
欠
陥
で
あ
る
。（
ⅲ
） 

不
動
性
と
い
う
「
習
性 

（habitus

）」
に
固
有
の
要
素
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ト
マ
ス
は
「
或
る
事
柄
は

二
通
り
の
仕
方
で
徳
に
適
合
し
う
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
一
つ
は
有
徳
な
行
為
を
目
的
と
し
て
意
図
す
る
こ
と
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は

習
性
が
基
体 

（
で
あ
る
魂
の
能
力
） 

に
動
か
さ
れ
る
こ
と
な
く
留
ま
り
続
け
る
こ
と
で
あ
る（

118
）

。
前
者
は
徳
の
在
り
方
の
二
番
目
の
要
素

で
あ
る 

（
ⅱ
） 

意
志
に
か
か
わ
り
、
後
者
は
三
番
目
の
要
素
で
あ
る 

（
ⅲ
） 

習
性 

（
不
動
性
） 

に
か
か
わ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
或
る
事

柄
が
二
通
り
の
仕
方
で
徳
に
適
合
す
る
と
す
れ
ば
、
二
通
り
の
仕
方
で
適
合
し
な
い
こ
と
が
あ
り
う
る
。
す
る
と
「
徳
に
適
合
し
な
い

も
の
」
で
あ
る 

（
a
） （
b
） （
c
） 
は
、（
ⅰ
） 

知
を
前
提
に
し
た 

（
ⅱ
） 

意
志
の
点
に
お
い
て
だ
け
で
は
な
く
、（
ⅲ
） 

習
性 

（
不
動
性
） 

と

い
う
点
に
お
い
て
も
欠
陥
を
も
つ
こ
と
が
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。
ト
マ
ス
は
、
勇
気
の
五
類
型
は
動
因
の
正
し
さ
と
い
う
点
で
勇
気

か
ら
欠
落
し
て
い
る（

119
）

、
あ
る
い
は
動
因
の
点
で
真
の
勇
気
と
は
異
な
っ
て
い
る
、
と
述
べ
て
い
る（

120
）

。
た
し
か
に 

（
a
） 

は
、
名
誉
を
求

め
る
、
あ
る
い
は
非
難
や
罰
を
避
け
る
と
い
う
「
動
機 
（m

otivum

）」
の
点
で
、
勇
気 

（
徳
） 

あ
る
行
為
そ
の
も
の
を
目
的
と
し
て
い

る
真
の
勇
気
に
劣
っ
て
い
る
。
ま
た
、
真
に
勇
気
あ
る
人
を
勇
気
あ
る
行
為
へ
と
駆
り
立
て
て
い
る
「
動
因 

（m
otivum

）」
は
勇
気
の

徳
と
い
う
習
性
で
あ
る
の
に
対
し
、（
a
） （
b
） （
c
） 

の
場
合
は
そ
う
で
は
な
い（

121
）

。

勇
気
の
五
類
型
は
、
戦
争
の
場
面
で
危
険
を
恐
れ
ず
に
戦
い
続
け
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
真
の
勇
気
の
在
り
方
と
変
わ
り
な
い

が
、
知
や
意
志
や
習
性 

（
不
動
性
） 

の
点
で
、
一
言
で
い
う
と
「
動
因
・
動
機 

（m
otivum

）」
（
122
）の

点
で
真
の
勇
気
の
在
り
方
に
及
ば
な

い
。
し
か
し
、
真
の
勇
気
と
同
じ
外
的 

（
身
体
的
） 

行
為
を
と
る
、
こ
う
し
た
勇
気
に
似
た
行
為
を
「
勇
気
あ
る
行
為
」
と
し
て
称
賛

す
る
こ
と
は
あ
る
。
そ
の
場
合
、
称
賛
の
根
拠
に
な
る
の
は
、
外
的
行
為
に
お
い
て
発
現
し
た
徳 

（
勇
気
） 

の
在
り
方
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
勇
気
も
ど
き
は
、
真
の
勇
気
と
外
面
的
な
在
り
方
を
共
有
し
て
い
る（

123
）

。
そ
れ
に
対
し
て
、
前
節
で
検
討
さ
れ
た
よ
う
な
、
真
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に
徳
が
あ
る
人
が
称
賛
さ
れ
る
場
合
の
称
賛
の
根
拠
と
な
る
の
は
、
内
的
行
為
に
お
い
て
発
現
し
た
徳
の
在
り
方
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
前
者 

（
外
的
行
為
に
お
け
る
徳
の
在
り
方
） 

は
、
戦
争
の
場
合
と
殉
教
の
場
合
の
よ
う
に
場
面
に
よ
っ
て
異
な
る
。
そ
れ
に
対
し

て
、
後
者 
（
内
的
行
為
に
お
け
る
徳
の
在
り
方
） 

は
、
徳
の
発
現
に
必
ず
伴
う
、
徳
に
と
っ
て
「
本
質
的
な
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
」
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
ト
マ
ス
の
言
葉
を
用
い
る
な
ら
、
徳
の
称
賛
は
、
徳
に
「
自
体
的
に
付
帯
す
る 

（per se accidens

）」
モ
ド
ゥ
ス
に
基
づ
く

の
に
対
し
て
、
勇
気
に
似
た
も
の
に
対
す
る
称
賛
は
、
徳
に
「
付
帯
的
に
付
帯
す
る 

（per accidens accidens

）」
モ
ド
ゥ
ス
に
基

づ
く（

124
）

、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

四
　
行
為
の
モ
ド
ゥ
ス

１
　
存
在
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
と
は
た
ら
き
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方

前
篇
で
論
じ
た
よ
う
に
、
す
べ
て
の
善･
有
に
は
、
そ
の
も
の
に
固
有
な
「
存
在
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方 

（m
odus essendi

）」
が
あ
る
。
神
に

は
「
自
ら
の
自
存
す
る
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る（

125
）

」、
天
使
に
は
「
知
性
体
で
あ
る 

（
身
体
を
も
た
な
い
）」、
人
間
に
は
「
理
性
的
動
物

で
あ
る 

（
身
体
と
理
性
的
魂
か
ら
構
成
さ
れ
る
）」、
石
に
は
「
生
命 

（
魂
） 

を
も
た
な
い
」
と
い
う
「
存
在
の
在
り
方
」
が
当
て
は
ま

る
。
異
な
る
「
存
在
の
在
り
方
」
を
も
つ
も
の
は
異
な
る
「
秩オ
ル
ド
ー序
」
を
も
つ
、
つ
ま
り
異
な
る
「
自
然
本
性
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方 

（m
odus natu-

rae

）」
を
も
つ（

126
）

。
そ
し
て
、
異
な
る
「
自
然
本
性
の
在
り
方
」
を
も
つ
も
の
は
、
異
な
る
「
は
た
ら
き
の
在
り
方 

（m
odus actionis/

actus/agendi

）」
を
も
つ
。
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
「
存
在
の
在
り
方
」
を
す
る
神
に
は
「
存
在
を
与
え
る 

（dans esse

）」

と
い
う
「
は
た
ら
き
の
在
り
方
」
が
、
そ
う
で
は
な
い
「
存
在
の
在
り
方
」
を
す
る
被
造
物
に
は
「
変
化
さ
せ
る 

（transm
utans

）」

と
い
う
「
は
た
ら
き
の
在
り
方
」
が
該
当
す
る（

127
）

。
こ
の
よ
う
に
「
は
た
ら
き
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
」
と
い
う
言
葉
は
、
は
た
ら
き
そ
の
も
の
を
指

す
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る（

128
）

。

「
じ
っ
さ
い
、
存
在
す
る
こ
と
な
し
に
は
た
ら
き
か
け
る 

（agere

） 

こ
と
は
あ
り
え
な
い
の
だ
か
ら
、
一
つ
一
つ
の
も
の
は
、
存エ

ッ

セ在
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六
一

と
関
わ
る
よ
う
な
仕モ
ド
ゥ
ス方
で
は
た
ら
き
や
は
た
ら
き
か
け
る
こ
と
に
関
わ
る（

129
）

」。
実
体
的
存
在
だ
け
で
は
な
く 

（
徳
や
悪
徳
の
よ
う
な
） 

付

帯
的
存
在
も
含
め
て
、「
一
つ
一
つ
の
も
の
は
、
そ
の
も
の
の
在
り
方
に
応
じ
た
は
た
ら
き
を
な
す（

130
）

」
の
で
あ
っ
て
、
行
為
の
在
り
方

は
行
為
者
の
在
り
方
に
し
た
が
う
。
つ
ま
り
、
善
き
人
は
善
き
行
為
を
、
悪
し
き
人
は
悪
し
き
行
為
を
す
る
の
で
あ
る
。

２
　
状
況
の
モ
ド
ゥ
ス
　

し
か
し
ト
マ
ス
は
、
上
述
の
よ
う
な
、
各
被
造
物
が
何 

（
X
） 

を
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ 

（
X
を
） 

ど
の
よ
う
に
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
「
は
た
ら
き
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方 

（m
odus agendi

）」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
場
合
、「
は
た
ら
き

の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
」
は
、
は
た
ら
き
が
ど
の
よ
う
に
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
記
述
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
は
た
ら
き
が
も
つ
属
性
を
指
し
て
い

る
。

　（
１
）「
状
況
」
と
は
何
か

は
た
ら
き
が
も
つ
属
性
を
指
す
「
は
た
ら
き
の
在
り
方
」
の
用
例
は
、
倫
理
的
な
場
面
で
は
、
行
為
論
、
と
り
わ
け
状
況
理
論
に
み

ら
れ
る
。「
速
く 

（
歩
く
）」
と
か
「
強
く 

（
殴
る
）」
と
い
っ
た
行
為
を
形
容
・
限
定
す
る
「
在
り
方 

（m
odus

）」
は
、
行
為
を
取
り

巻
く
「
諸
状
況 

（circum
stantiae

）」
の
一
つ
に
数
え
あ
げ
ら
れ
て
い
る（

131
）

。「
状
況 

（circum
stantia

）」
の
語
源
に
あ
た
る
動
詞
「
取
り

囲
む 

（circum
stare

）」
は
、（
何
か
の
） 「
周
り
に 

（circum

）」「
立
つ 
（stare

）」
こ
と
を
含
意
し
て
い
る
。
何
か
を
取
り
囲
ん
で
い
る

も
の
は
、
取
り
囲
ん
で
い
る
も
の
の
外
に
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
も
の
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
語
源
・
原
意
に
基
づ
い
て
、
ト

マ
ス
は
、
行
為
の 

「
状
況
」 

と
呼
ば
れ
る
の
は 

「
行
為
の
実
体
の
外
に
あ
り
な
が
ら
、
何
ら
か
の
仕
方
で
人
間
的
行
為
に
繋
が
る
条
件（

132
）

」

で
あ
る
と
述
べ
、
そ
う
し
た
条
件
は
行
為
に
「
自
体
的
に
付
帯
す
る
付
帯
性
」
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（

133
）

。
そ
し
て
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
と
キ
ケ
ロ
・
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
ら
の
伝
統
に
し
た
が
い
つ
つ（

134
）

、
状
況
を 

（
1
） 「
誰
が 
（quis

）」 （
2
） 「
何
を 

（quid

）」 （
3
） 「
ど
こ
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で 

（ubi

）」 （
4
） 「
い
つ 

（quando

）」 （
5
） 「
何
の
助
け
で 

（quibus auxiliis

）」 （
6
） 「
な
ぜ 

（cur

）」 （
7
） 「
ど
の
よ
う
な
仕
方

で 
（quom

odo

）」
の
七
つ
に
区
分
し
た
う
え
で（

135
）

、（
2
） 

と 

（
6
） 

を
主
要
な
状
況
と
し
て
い
る（

136
）

。
状
況
と
し
て
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
に
あ

た
る
の
は 
（
7
） 

で
あ
り
、
例
と
し
て
「
軽
く 

（
殴
る
）」
や
「
強
く 

（
殴
る
）」、「
速
く 

（
歩
く
）」
や
「
遅
く 

（
歩
く
）」
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る（

137
）

。

『
神
学
大
全
』
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
状
況
は 

（
A
） 

行
為
そ
の
も
の
と
関
わ
る
も
の
、（
B
） 

行
為
の
結
果
に
関
わ
る
も
の
、（
c
） 

行

為
の
原
因
に
関
わ
る
も
の
と
い
う
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
整
理
さ
れ
て
い
る（

138
）

。（
A
） 

に
属
す
る
の
が
行
為
の
時
と
場
所
を
示

す 

（
3
）  （
4
） 

と
方
法
を
示
す 

（
7
） 

で
あ
り
、（
B
） 

に
属
す
る
の
が
結
果
を
示
す 

（
2
） 

で
あ
る
。（
C
） 

に
属
す
る
の
が
行
為
の
目

的
因
を
示
す 

（
6
） 

と
質
料
因 
（
対
象
） 

を
示
す 

（
2
）、
主
要
な
能
動
因
を
示
す 

（
1
） 

と
道
具
的
な
能
動
因
を
示
す 

（
5
） 

で
あ
る
。

ト
マ
ス
が 

（
7
） 「
仕
方
」
以
外
の
状
況
の
具
体
例
に
言
及
す
る
こ
と
は
少
な
い
。
そ
の
僅
か
な
例
か
ら
取
り
出
す
と
、（
1
） 

地

位 

（dignitas

）、（
2
） 

高
価
な
も
の 

（
質
料
因
と
し
て
の
「
何
」）、
健
康
に
す
る 

（
結
果
と
し
て
の
「
何
」）、（
3
） 

聖
な
る
場
所
、

（
4
） 

聖
な
る
時
、（
5
） 

剣
、（
6
） 

都
市
の
解
放
の
た
め
、
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る（

139
）

。

以
下
で
は
、
ト
マ
ス
が
依
拠
し
て
い
る
状
況
論
の
諸
伝
統
に
つ
い
て
、
そ
の
概
略
を
手
短
に
説
明
し
て
お
き
た
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ス
は
、『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
三
巻
第
一
章 

（1111a3-6

） 

で
、
行
為
に
関
わ
る
個
別
的
な
事
柄
に
関
す
る
無
知
が
不
随
意
的
な
行

為
の
原
因
で
あ
る
と
し
、
そ
う
し
た
事
柄
と
し
て
以
下
の
六
つ
を
列
挙
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、（
I
） 「
誰
が 

（

）」 （
II
） 「
何
を

（

）」 （
III
） 「
何
に
関
し
て 

（

）」
あ
る
い
は
「
何
に
お
い
て 

（

）」 （
IV
） 「
何
を
使
っ
て 

（

）」 （
V
） 「
何
の
た
め

に 

（

）」 （
VI
） 「
ど
の
よ
う
に 

（

）」
で
あ
る
。
そ
し
て
、（
III
） 

と 

（
V
） 

が
主
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る 

（1111a18-19

）。（
I
）  （
II
） 

は
ト
マ
ス
の 

（
1
）  （
2
） 

に
、（
IV
） ~

 
（
VI
） 

は
ト
マ
ス
の 

（
5
） ~

 

（
7
） 

に
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す

る
。（
III
） 

の
「
何
に
関
し
て
」
は 

（
2
） 

対マ
テ
リ
ア象
と
し
て
の
「
何
」
に
該
当
し
、「
何
に
お
い
て
」
は 

（
3
） 「
ど
こ
で
」 （
4
） 「
い
つ
」
の

双
方
を
含
む
、
と
ト
マ
ス
は
解
釈
し
て
い
る（

140
）

。
後
に
「
状
況
」
の
一
つ
と
み
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
「
モ
ド
ゥ
ス
」
に
相
当
す
る
の
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六
三

は 

（
VI
） 「
ど
の
よ
う
に
」
で
あ
り
、
例
と
し
て
は
「
お
だ
や
か
に
」
と
「
激
し
く
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
行
為
に
関
す
る
道
徳
的
評
価
と
い
う
倫
理
学
的
な
観
点
か
ら
状
況
を
論
じ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
キ
ケ
ロ
が
状

況
を
論
じ
て
い
る
の
は
修
辞
学
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト 

― 

弁
護
や
告
発
に
お
け
る
論
点
と
し
て 

― 

で
あ
る
。
キ
ケ
ロ
は
『
発
想
論
』
で

「
確
証 

（confirm
atio

）」
を
「
人
物 

（persona

） 

の
属
性
を
用
い
た
論
証
」
と
「
行
為 

（negotium

） 

の
属
性
を
用
い
た
論
証
」
に
二
分

し
、
さ
ら
に
「
行
為
の
属
性
」
を
「
行
為
そ
の
も
の
に
含
ま
れ
る
属
性
」「
行
為
の
実
行 

（gestio

） 

に
関
わ
る
属
性
」「
行
為
に
関
連

す
る
属
性
」「
行
為
の
結
果
生
じ
る
属
性
」
の
四
つ
に
区
分
し
て
い
る（

141
）

。
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
は
『
様
々
な
ト
ピ
カ
に
つ
い
て
』
で
、「
確

証
」
と
い
う
言
葉
を
「
状
況 
（circum

stantia

）」
に
置
き
換
え
、
キ
ケ
ロ
が
「
人
物
・
行
為
の
属
性
」
の
う
ち
に
数
え
あ
げ
た
要
素
を

「
状
況
」
の
要
素
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
人
物
の
属
性
」
は 

（
1
） 「
誰
が
」
に
対
応
し
、
キ
ケ
ロ
が
「
行
為
そ
の
も
の

に
含
ま
れ
る
属
性
」
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
た
「
行
為
全
体
を
簡
潔
に
表
現
し
、
そ
の
概
要
を
与
え
る
も
の
」
と
「
行
為
の
結
果
生
じ
る

属
性
」
の
双
方
が 

（
2
） 「
何
を
」
に
対
応
す
る
と
解
釈
す
る
。「
行
為
そ
の
も
の
に
含
ま
れ
る
属
性
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
「
理

由 

（causa

）」
は 

（
6
） 「
な
ぜ
」
に
対
応
す
る
と
す
る
。
ま
た
「
行
為
の
実
行
に
関
わ
る
属
性
」
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
た 

「
方
法

（m
odus

）」 

に 

（
7
） 「
ど
の
よ
う
な
仕
方
で
」
が
、「
便
宜 

（facultas

）」 

に 

（
5
） 「
何
の
助
け
で
」 

が
、「
場
所 

（locus

）」
に 

（
3
） 「
ど

こ
で
」 

が
対
応
す
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
同
じ
く 

「
実
行
に
関
わ
る
属
性
」 

と
さ
れ
て
い
た 

「
時
間 

（tem
pus

）」
と
「
時
機 

（occasio

）」

は 

（
4
） 「
い
つ
」
と
い
う
要
素
の
下
位
区
分
と
し
て
い
る（

142
）

。

さ
て 

（
7
） 「
方モ
ド
ゥ
ス法
」
を
説
明
し
て
、
キ
ケ
ロ
は
「 

（
行
為
の
） 
方
法
と
は
ど
の
よ
う
に
し
て 

（in quo quem
adm

odum

）、
ま
た
何

を
考
え
て
そ
う
し
た
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
部
分
と
は
思
慮
と
無
思
慮
で
あ
る（

143
）

」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
キ
ケ
ロ
の

「
行
為
の
モ
ド
ゥ
ス
」
は
、
行
為
よ
り
も
行
為
者
に
由
来
す
る
行
為
の
在
り
方
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
キ
ケ
ロ
を
受
け
て
議

論
を
す
す
め
て
い
る
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
は
「
秘
密
に
」
を
「
方
法
」
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る（

144
）

。
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
「
行
為
の
モ
ド
ゥ

ス
」
は
、
行
為
そ
の
も
の
の
属
性
と
い
う
よ
り
も
行
為
全
体
に
伴
わ
れ
る
「
在
り
方
」
を
指
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
そ
れ
に
対
し
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て
ト
マ
ス
が
考
え
て
い
る
「
方
法
」
は
、「
強
く
・
弱
く
」
の
よ
う
に
行
為
そ
の
も
の
に
内
属
す
る
性
質
で
あ
る（

145
）

。

　（
２
）「
状
況
」
の
多
義
性

上
述
の
七
つ
の
「
状
況
」
の
う
ち
、
行
為
の
「
道
具 

（
的
原
因
）」
に
関
わ
る 

（
5
） 

を
除
く
六
つ
は
、
個
々
の
行
為
に
常
に
つ
き
ま

と
う
よ
う
に
み
え
る
。

― 

白
い
シ
ャ
ツ
を
着
た
私 

（「
誰
」） 

は
、
今
朝 

（「
い
つ
」）、
自
宅
で 

（「
ど
こ
で
」）、
パ
ン 

（「
何
」） 

を
、
健

康
を
維
持
す
る
た
め
に 
（「
な
ぜ
」）、
袋
か
ら
取
り
出
し
て
、
ゆ
っ
く
り
と 

（「
ど
の
よ
う
に
」） 

食
べ
た 

（「
何 

（
を
し
た
）」）。

し
か
し
、
ト
マ
ス
は
行
為
の
「
状
況
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
状
況
と
、
そ
う
で
は
な
い
状
況
と
を
区
別
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
上
記
の

文
で
、
白
い
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
た
こ
と 

（
人
）、
パ
ン
を
袋
か
ら
取
り
出
し
た
こ
と
は
、
行
為
の
「
状
況
」
と
な
る
「
誰
」
や
「
仕
方
」

と
は
言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
白
い
シ
ャ
ツ
を
着
て
い
た
こ
と
や
パ
ン
を
袋
か
ら
取
り
出
す
こ
と
は
、
当
の
食
べ
る
行
為
や
健
康
の
維

持
に
自
体
的
に
付
帯
す
る
事
柄
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
食
べ
る
の
が
私 

（「
誰
」） 

で
あ
る
こ
と
や
「
食
べ
る
」 （「
何 

（
を
す

る
）」） 

と
い
う
こ
と
そ
れ
自
体
も
、
上
述
の
よ
う
な
意
味
で
の
、
つ
ま
り
行
為
に
自
体
的
に
付
帯
す
る
も
の
と
し
て
の
「
状
況
」
と
は

言
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
当
の
行
為
に
行
為
主
体
で
あ
る
私
は
本
質
的
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
は
「
食
べ

る
」
と
い
う
行
為
の
本
質
そ
の
も
の
を
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。「
誰
」
に
関
し
て
は
私
の
身
体
的
条
件
や
健
康
状
態
が
、「
何
」
に

関
し
て
は
「
パ
ン
」
が
「
状
況
」
と
言
え
る
。
同
様
に
、
盗
み
の
行
為
に
つ
い
て
は
、
盗
み
の
対
象
が
「
他
人
の
も
の
」
で
あ
る
こ
と

は
、
厳
密
な
意
味
で
は
「
状
況
」
で
は
な
い
。「
他
人
の
も
の
」
で
あ
る
こ
と
は
、「
盗
み
」
の
「
対
象
の
主
要
な
条
件 

（principalis 

condicio objecti

）」
で
あ
っ
て（

146
）

、「
盗
み
」
の
行
為
の
本
質
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
盗
む
も
の
が
高
価
な
物
か
ど
う
か
が

（「
何
」
に
該
当
す
る
） 「
状
況
」
で
あ
る
。
し
か
し
「
盗
み
」
と
い
う
行
為
を
「
も
の
を 

（
受
け
） 

と
る
」
行
為
と
捉
え
る
な
ら
、「
他

人
の
も
の
」
は
「
状
況
」
と
み
な
さ
れ
る（

147
）

。
そ
の
も
の
は
他
人
の
所
有
物
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
分
の
所
有
物
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
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六
五

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
る
と
、
行
為
の
「
状
況
」
と
呼
ば
れ
う
る
も
の
は
、
次
の
よ
う
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
a
） 

行
為
を
目
的
と
の
関
連
か
ら
考
察
す
る
「
倫
理
的
観
点（

148
）」

か
ら
み
た
、
狭
義 

（
厳
密
な
意
味
） 

で
の
「
状
況
」

― 

こ
の
場

合
、「
既
婚
者
」
は
、
倫
理
的
に
み
た
行
為
の
実
体
・
種
で
あ
る
「
姦
淫
」
に
本
質
的
に
含
ま
れ
る
た
め
「
状
況
」
と
は
言
え
な
い
。

た
と
え
ば
、
姦
淫
の
相
手
が
親
族
の
配
偶
者
な
の
か
ど
う
か
と
い
っ
た
こ
と
が 

（「
何
」
に
該
当
す
る
） 「
状
況
」
で
あ
る
。

（
b
） 

行
為
を
目
的
か
ら
切
り
離
し
て 

（
ト
マ
ス
の
言
葉
で
は
「
絶
対
的
な
仕
方
で（

149
）

」） 

考
察
し
た
場
合
の
、
広
い
意
味
で
の
「
状
況
」

― 

こ
の
場
合
、「
既
婚
者
」
は
「
性
的
関
係
を
も
つ
」
と
い
う
行
為
の
「
状
況
」
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
c
） 

行
為
に
付
帯
的
に
付
帯
す
る
も
の
を
指
す
、
も
っ
と
も
広
い
意
味
で
の
「
状
況
」

― 

こ
の
場
合
、「
白
い
も
の
」「
袋
入
り
の

も
の
」
と
い
っ
た
行
為
そ
の
も
の
や
行
為
の
目
的
と
は
無
関
係
な
物
事
も
「
状
況
」
と
言
え
る
。

ト
マ
ス
は
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
註
解
』
で
は
も
っ
ぱ
ら
、『
神
学
大
全
』
で
は
主
と
し
て 

（
a
） 

の
倫
理
的
観
点
か
ら
み
た
、
狭
義

で
の
「
状
況
」
を
論
じ
て
い
る（

150
）

。
本
稿
で
「
状
況
」
と
言
う
と
き
は
、
断
り
書
き
が
な
い
場
合
に
は
、
こ
の
厳
密
な
意
味
で
の
「
状

況
」
を
指
し
て
い
る
。
徳
の
中
庸
に
か
か
わ
る
「
し
か
る
べ
き
状
況
」
の
「
状
況
」
は
狭
義
で
の
「
状
況
」
で
あ
る
。
狭
義
で
の
「
状

況
」
は
、
動
因 

（
動
機
） 

が
変
わ
ら
な
い
か
ぎ
り
行
為
の
種
を
変
え
る
こ
と
は
な
い（

151
）

。
た
と
え
ば
、
時
宜
を
心
得
た
寄
付
行
為
は
「
憐

れ
み 

（
の
徳
） 

の
行
為
」
と
み
な
さ
れ
る
が
、
も
し
そ
れ
が
よ
い
評
判
を
求
め
て
の
こ
と
な
ら
「
売
名
行
為
」
で
あ
る
。
狭
義
で
の

「
状
況
」
は
、
行
為
の
善
性
・
悪
性
の
増
減
を
も
た
ら
す（

152
）

。
一
つ
の
状
況
が
変
わ
る
だ
け
で
も
、
行
為
は
よ
り
悪
く
・
善
く
な
る
。
親

族
の
既
婚
者
と
の
姦
淫
は
よ
り
重
い
罪
に
な
る
し
、
高
価
な
も
の
を
盗
む
こ
と
は
安
価
な
も
の
を
盗
む
よ
り
も
悪
い
。
逆
に
既
婚
者
で

あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
性
的
な
関
係
を
も
っ
た
り
、
有
料
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
と
っ
た
場
合
に
は
悪
性
は
減
る
。
複
数
の

状
況
に
お
い
て
適
切
で
は
な
い
行
為
を
と
っ
た
場
合
に
も
悪
性
は
増
す
。
量
的
に
食
べ
す
ぎ
る
だ
け
で
は
な
く
、
食
べ
る
べ
き
時
で
は

な
い
時
に
食
べ
る
な
ら
、
そ
の
行
為
は
よ
り
悪
い
も
の
に
な
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、（
b
） 

広
義
で
の
「
状
況
」
は
行
為
の
種
を
変
え
う
る
。
性
的
関
係
を
も
つ
相
手
が
婚
約
者
で
あ
る
か
既
婚
者
で
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あ
る
か
は
、
婚
姻
と
姦
淫
と
い
う
行
為
の
種
の
違
い
を
も
た
ら
す
。
ト
マ
ス
に
よ
れ
ば
、
前
者
は
善
き
行
為
で
あ
り
、
後
者
は
悪
し
き

行
為
で
あ
る
。
そ
し
て 

（
c
） 

の
最
も
広
い
意
味
で
の
「
状
況
」
は
、
行
為
の
種
を
変
え
る
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
善
性
・
悪
性
を
増
減

さ
せ
る
こ
と
も
な
い（

153
）

。

　（
３
）
状
況
の
モ
ド
ゥ
ス
と
行
為
の
モ
ド
ゥ
ス

そ
し
て
、
ト
マ
ス
は
「
殴
る
」「
歩
く
」
と
い
っ
た
特
定
の
行
為
に
付
帯
す
る
、
一
状
況
と
し
て
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
と
、
行
為
を
取

り
巻
く
諸
状
況
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
、「
善
き
」「
悪
し
き
」
と
い
っ
た
行
為
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
と
を
区
別
し
て
い
る
。

―
「
善

く 

（bene

） 

と
か
悪
し
く 

（m
ale

） 
と
い
う
仕
方
は
「
状
況
」
と
み
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
状
況
と
の
関
係
で
決
ま
っ
て

く
る
結
果 

（consequens ad om
nes circum

stantias

） 

に
ほ
か
な
ら
な
い（

154
）

」。
行
為
が
「
善
き
」
仕モ
ド
ゥ
ス方
で
生
じ
る
に
は
、
当
の
行
為
が

し
か
る
べ
き
時
に
、
し
か
る
べ
き
場
所
で
、
し
か
る
べ
き
方モ
ド
ゥ
ス法
で
等
々
と
い
う
よ
う
に
、
諸
状
況
が
す
べ
て
適
切
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
状
況
が
一
つ
で
も
適
切
さ
を
欠
け
ば
、
行
為
は
「
悪
し
き
」
仕モ
ド
ゥ
ス方
で
生
じ
る
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う（

155
）

。
諸
状
況
を
含
め
た
行
為
全

体
の
在
り
方
を
指
す
「
行
為
の
仕
方
」
は
、
一
つ
の
状
況
と
し
て
行
為
に
付
帯
す
る
の
で
は
な
く
、
当
該
の
行
為
に
関
わ
る
諸
状
況
す

べ
て
に
随
伴
す
る
も
の
と
し
て
行
為
に
付
帯
す
る
の
で
あ
る
。

３
　
有
徳
な
行
為
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方

行
為 

（
は
た
ら
き
） 

が
も
つ
属
性
を
指
す
「
行
為 

（
は
た
ら
き
） 

の
モ
ド
ゥ
ス
」
は
、
上
述
の
二
種
類 

― 

状
況
の
「
仕モ
ド
ゥ
ス方
」
に
数
え

ら
れ
る
も
の
と
諸
状
況
の
総
合
的
な
結
果
と
し
て
の
「
仕
方
」

― 

に
限
ら
れ
な
い
。
と
り
わ
け
徳
の
「
は
た
ら
き
の
在
り
方
」
に
つ

い
て
、
ト
マ
ス
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
に
な
ら
っ
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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徳
の
行
為 

（actus virtutis

） 

に
お
い
て
は
二
つ
の
も
の
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
行
為
者
の
側
に
由
来
す
る
「
行
為
の
形
象
・

種 

（species actus

）」
と
「
行
為
の
在
り
方
・
節
度 

（m
odus agendi

）」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
徳
の
行
為
に
お
い
て
こ
の
二

つ
が
協
働
し
て
い
な
い
な
ら
、
そ
の
行
為
は
端
的
な
意
味
で
「
徳
が
あ
る
」
と
は
言
わ
れ
な
い
。
そ
れ
は
ち
ょ
う
ど
正
義
の
行
為

を
し
て
い
る
人
が
、
喜
び
を
も
っ
て 

（delectabiliter

）、
悦
び 

（gaudium

） 

と
と
も
に
行
為
す
る
の
で
な
い
限
り
、
徳
に
そ
く
し

て
完
全
に
正
し
い
人
と
言
わ
れ
な
い
の
と
同
様
で
あ
る（

156
）

。

人
間
の
行
為
は
、
行
為
者
の
魂
の
能
力
を
基
体
と
す
る
「
徳
」
と
い
う
付
帯
性
に
よ
っ
て
一
定
の
仕モ
ド
ゥ
ス方
に
よ
る
行
為 

（
節モ
ド
ゥ
ス度
を
も
っ

て
食
べ
る
） 

に
な
る
。
ト
マ
ス
は
、
有
徳
な
行
為
が
二
つ
の
面
か
ら
な
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
種

類
の
行
為
な
の
か
と
い
う
「
行
為
の
実
体
・
形
象
・
種
」
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
行
為
者
が
当
の
行
為
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
と

い
う
「
行
為
の
モ
ド
ゥ
ス
」
で
あ
る
。
有
徳
な
行
為
は
「
喜
ん
で
」
す
る
と
い
う
「
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
」
を
し
て
い
る
。「
よ
ろ
こ
ん
で
」
と
い

う
の
は
、
有
徳
な
行
為
が
必
ず
伴
う
「
行
為
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方 

（m
odus agendi

）」
で
あ
る
か
ら
、
ト
マ
ス
の
言
葉
で
い
う
と
、
有
徳
な
行

為
の
「
自
体
的
な
付
帯
性
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
「
よ
ろ
こ
ん
で
」
と
い
っ
た
有
徳
な
行
為
の
モ
ド
ゥ
ス
と
、
先
ほ
ど 

（
3
） 

で
と
り
あ
げ
た
「
善

い
仕
方
で
」
と
い
っ
た
有
徳
な
行
為
の
モ
ド
ゥ
ス
と
は
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
の
か
。
ト
マ
ス
自
身
が
明
言
し
て
い
る
よ
う
に
、
前
者

は
行
為
者
の
側
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
行
為
に
付
帯
す
る
諸
状
況
の
総
合
的
結
果
と
し
て
生
じ
る
も
の
、
つ
ま

り
行
為
側
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
が
有
徳
な
行
為
に
自
体
的
に
付
帯
す
る
モ
ド
ゥ
ス
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は

有
徳
な
行
為
の
本
質
を
な
す
モ
ド
ゥ
ス
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
喜
び
は
有
徳
な
行
為
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て（

157
）

、

善
さ
な
し
に
は
徳
あ
る
行
為
そ
の
も
の
が
存
在
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
有
徳
な
行
為
の
本
質
を
な
す
「
善
き
モ
ド
ゥ

ス
」
こ
そ
が
、
本
論
の
第
二
節
で
論
じ
て
い
た
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
な
の
で
あ
る
。
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結
語

本
稿
で
は
、
ト
マ
ス
・
ア
ク
ィ
ナ
ス
の
倫
理
学
関
係
の
著
作
で
、「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
使
用
例
が
少
な
か
ら
ず
あ
り
、
か
つ
存
在
論
・

倫
理
学
・
意
味
論
の
領
域
に
渡
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
を
手
は
じ
め
に
、
主
と
し
て
「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
倫
理
的
側

面
を
探
求
し
て
き
た
。

「
モ
ド
ゥ
ス
」
は
、
倫
理
的
な
場
面
で
、
し
ば
し
ば
西
洋
古
典
ラ
テ
ン
文
学
以
来
の
「
節
度
」「
限
度
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て

い
る
。「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
と
関
係
し
て
用
い
ら
れ
る
「
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
」「
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
」
は
、
キ
ケ
ロ
の
徳
の
定
義
に

想
を
得
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
伝
統
を
背
景
と
し
て
、
ト
マ
ス
は
「
節
度
」「
中
庸
」
と
い
う
用
法
を
も
つ
「
モ
ド
ゥ
ス
」
を
使
っ
て
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
徳
の
中
庸
」
を
説
明
し
て
い
る
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
ラ
テ
ン
語
訳
に
よ
れ
ば
、
徳
で
あ
る
勇
気
だ
け
で
は
な

く
、
勇
気
に
似
た
も
の
に
「
モ
ド
ゥ
ス
」
が
帰
さ
れ
て
い
た 

（「
勇
気
の
モ
ド
ゥ
ス
」）。
こ
の
よ
う
に
、
倫
理
的
な
場
面
で
の
「
モ

ド
ゥ
ス
」
の
含
意
も 

（
存
在
論
的
場
面
と
同
様
に
） 「
節
度
」「
限
度
」
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
広
く
「
在
り
方
」
を
指
し
て
い

る
。
有
徳
な
行
為
は
状
況
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ト
マ
ス
は
、
行
為
を
と
り
ま
く
状
況
の
一
つ
と
し
て
「
仕
方
」
と
訳
さ
れ
る
よ

う
な
「
モ
ド
ゥ
ス
」
を
挙
げ
て
い
る
。
状
況
の
一
つ
に
「
モ
ド
ゥ
ス
」
を
数
え
る
の
は
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
キ
ケ
ロ
解
釈
の
伝
統
を
受

け
た
も
の
で
あ
る
。
ト
マ
ス
は
、
こ
の
修
辞
学
の
伝
統
に
端
を
発
す
る
「
モ
ド
ゥ
ス
」
を
、「
モ
ド
ゥ
ス
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い

な
い
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
行
為
に
関
す
る
記
述 

（「
ど
の
よ
う
に
〜
す
る
か
」） 

と
融
合
さ
せ
、
自
ら
の
状
況
理
論
を
構
築
す
る
と
同

時
に
、「
仕
方
」
を
意
味
す
る
、
行
為
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
の
多
義
性
を
考
察
し
て
い
る
。

倫
理
的
場
面
で
問
題
に
な
る
モ
ド
ゥ
ス
は
、（
行
為
者
の
魂
の
能
力
を
基
体
と
す
る
） 

徳
や 

（
行
為
者
を
基
体
と
す
る
） 

行
為
と
い
っ

た
付
帯
性
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
、
い
や
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
よ
り
精
確
に
言
う
と
、
徳
や
行
為
と
い
っ
た
付
帯
性
に
付
帯
す
る
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
れ
ら
の
付
帯
的
な
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
は
、
善
き
も
の
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
前
篇
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
な
、
実
体
を
実
体
た
ら
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九

し
め
る
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
と
同
様
の
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
ら
の
モ
ド
ゥ
ス
は
、
形
相
に
と
っ
て
の
「
作
出
的
・
質
料
的
諸
原

理
の
限
定 

（determ
inatio

） 

な
い
し
は
均
衡 

（com
m

ensuratio

）」
で
あ
る
。
徳
と
い
う
形
相
が
行
為
に
実
在 

（
実
現
） 

す
る
た
め
の

作
出
的
諸
原
理
は
、
人
間
の
魂
の
諸
能
力
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
魂
の
諸
能
力
の
は
た
ら
き
が
有
徳
な
行
為
者
に
必
要
と
さ
れ
る
三

つ
の
要
素
を
満
た
す
と
き
に
の
み
、
徳
と
い
う
形
相
が
行
為
の
う
ち
に
実
現
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
行
為
者
が
為
す
べ
き
行
為
を
知
っ
て

い
て
、
そ
の
行
為
を
意
志
・
選
択
し
て
お
り
、
確
固
と
し
て
そ
の
行
為
を
行
う
と
き
で
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
が
生
じ
る
に
は
、
物
事

を
知
る
知
性
と
意
志
・
選
択
す
る
意
志
が
適
切
に
機
能
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
感
覚
的
欲
求
能
力
を
は
じ
め
と
し
た
身
体
的
な
諸
能
力

が
、
知
性
や
意
志
の
働
き
を
妨
げ
ず
、
む
し
ろ
助
け
る
よ
う
に
機
能
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。
か
く
し
て
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
を

な
す
「
作
出
的
諸
原
理
の
限
定
・
均
衡
」
は
一
定
の
仕
方
で
の
魂
の
諸
能
力
の
協
働
を
指
す
。
行
為
者
側
に
要
求
さ
れ
る
こ
う
し
た
徳

の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
は
、
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
を
形
相
的
側
面
、
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
を
質
料
的
側
面
に
も
つ
と
言
え
る
。
つ
ま
り
、
理
性
の
モ

ド
ゥ
ス
が
自
然
本
性 

（
習
慣
） 

の
モ
ド
ゥ
ス
に
刻
み
込
ま
れ
て
い
る
状
態
が
徳
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に

対
し
て
、
徳
と
い
う
形
相
が
行
為
に
実
在 

（
実
現
） 

す
る
た
め
の
質
料
的
諸
原
理
は
行
為
の
諸
状
況
で
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
諸
元
素
の
混

合
の
割
合
が
適
切
な
と
き
に
の
み
生
命 

（
魂
と
い
う
形
相
） 

が
宿
る
よ
う
に
、
行
為
の
諸
状
況
が
そ
ろ
っ
た
と
き
に
の
み
「
中
庸
」
が

確
保
さ
れ
、
徳
と
い
う
形
相
が
行
為
の
内
で
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
る（

158
）

。

し
た
が
っ
て
、
あ
る
種
の
均
衡
・
比
例 

（proportio

） 
な
し
に
は
モ
ド
ゥ
ス
は
な
い（

159
）

。
こ
の
こ
と
は
自
然
物
に
も
ま
し
て
行
為
の
モ

ド
ゥ
ス
に
あ
て
は
ま
る
。
自
然
物
の
場
合
、
均
衡
は
形
相
と
質
料
的
諸
原
理
の
間
、
そ
し
て
質
料
的
諸
原
理
の
間
に
存
在
し
て
い
る
。

善
き
行
為
に
は
よ
り
多
く
の
部
分
に
均
衡
・
比
例
が
認
め
ら
れ
る
。
善
き
行
為
は
、
幸
福
を
究
極
目
的
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
幸
福
と

い
う
究
極
目
的
は
人
間
の
自
然
本
性
に
釣
り
合
っ
た
も
の
で
あ
る（

160
）

。
目
的
に
対
す
る
「
手
段
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
善
き
行
為
は
、
そ

の
目
的
に
釣
り
合
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

161
）

。
ま
た
善
き
行
為
を
取
り
巻
く
諸
状
況
は
、
相
互
に
釣
り
合
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い（

162
）

。
そ
し
て
前
者 

（
行
為
と
目
的
） 

の
釣
り
合
い
は
、
後
者 

（
諸
状
況
） 

の
釣
り
合
い
に
よ
っ
て
確
保
さ
れ
る（

163
）

。
ふ
さ
わ
し
い
時
や
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場
所
、
ふ
さ
わ
し
い
仕
方
等
で
な
さ
れ
た
行
為
の
み
が
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
理
性
が
決
定
す
る

善
き
行
為
は
、
習
慣
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
人
間
の
自
然
本
性
と
釣
り
合
っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い（

164
）

。
善
き
行
為
を
為
す
行
為

者
の
魂
の
う
ち
に
は
、
あ
る
種
の
均
衡
が
あ
る（

165
）

。
理
性
が
正
し
い
判
断
を
下
せ
る
よ
う
に
、
ま
た
下
さ
れ
た
正
し
い
判
断
を
実
現
す
る

た
め
に
魂
の
諸
能
力
が
協
働
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

我
々
は
有
徳
な
行
為
を
「
美
し
い
行
為
」
と
表
現
す
る
。
美
は
あ
る
種
の
均
衡
・
比
例
に
存
す
る
、
と
ト
マ
ス
は
考
え
て
い
る（

166
）

。

我
々
は
、
ト
マ
ス
に
な
ら
っ
て
、
美
し
い
行
為
の
在モ

ド

ゥ

ス

り
方
は
種
々
の
均
衡
・
比
例
か
ら
成
る
、
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る（

167
）

。
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論
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た
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周
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近
刊
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照
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論
文
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徳
の
中
庸
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テ
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ト
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詳
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な
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行
っ
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い
る
。

 

（
5
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f. 

行
為
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度
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念
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徳
の
「
数
」、
意
志
や
愛
の
「
重
さ
」
と
い
う
表
現
は
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス 

（D
e gen. ad 

litt. IV, c.4 (8), p.100, lin. 4 -9

） 

に
あ
る
。「
尺
度
・
数
・
重
さ
」
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そ
れ
ぞ
れ
「
モ
ド
ゥ
ス
・
形
象
・
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序
」
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換
え
可
能
で
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る
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周
藤
二
〇
二

二
、
六
頁
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照
。

 

（
6
）　ST

 II-I, q. 53, a. 3, c.

 

（
7
）　P

lautus, Poenulus, 1. 2, lin. 21; Terentius, E
unuchus, 1, 1, lin. 57 -58. 

後
者
は
ト
マ
ス
に
よ
っ
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用
さ
れ
て
い
る 

（ST
 II-II, q. 153, a. 5, 
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8
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entia II, 

c.4 [3]. 
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マ
ス
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さ
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る 

（ST
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 II-II, q. 159, a. 2, 

sed contra
）。

 

（
9
）　P

roverbum
 23

[4]. 

異
論
の
な
か
で
は
あ
る
が
、
ト
マ
ス
が
引
用
し
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い
る 

（ST
 II-II, q. 47, a. 4, arg.3

）。 

 

（
10
）　G
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odum
 sublim

itas am
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ス
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11
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水
谷
二
〇
〇
九
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ew
is &

 Short 1879

は
転
義
的
な
意

味
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番
目
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 m
easure w
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it, end, restriction etc.” 
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る
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ま
た
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代
表
的
な
中
世
ラ
テ
ン

語
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辞
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で
あ
るN
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五
番
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に”loc. ultra m
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: de façon extraordinaire  
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ordentlich”
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挙
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て
い
る
し
、
近
年
発
刊
さ
れ
た
英
国
中
世
ラ
テ
ン
語
の
辞
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（A
shdow

ne et al. 2018
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、
二
番
目
の
意
味
に“correct m

easure, 

correct am
ount”

を
、
三
番
目
の
意
味
に“lim

it, bound, end”
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げ
て
い
る
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12
）　ST

 II-I, q. 64, aa. 1-4; D
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m
uni, a. 13. 
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13
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ト
マ
ス
の
徳
の
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に
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い
て
、
詳
し
く
は
周
藤
二
〇
一
九
参
照
。

 

（
14
）　ST

 II-I, q. 64, a. 1, c. 

 

（
15
）　D

e virtutibus in com
m

uni, a. 13, c. : “ita bonum
 in passionibus et operationibus hum

anis est quod attingatur m
odus rationis, qui est 

m
ensura et regula om

nium
 passionum

 et operationum
 hum

anarum
.”

 

（
16
）　ST

 II-I, q. 64, a. 1, ad1. 

 

（
17
）　ST

 II-I, q. 64, a. 1, ad2. 

 

（
18
）　ST

 II-II, q. 147, a. 1, ad2: “m
edium

 virtutis non accipitur secundum
 quantitatem

 sed secundum
 rationem

 rectam
.” ST

 II-II, q. 152, a. 2, 

ad
2

で
は
「
決
定
さ
れ
る 

（determ
inatur

）」
と
い
う
よ
り
強
い
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
。

 

（
19
）　In III Sent., d. 33, q. 1, a. 3, sol. 1, ad2, nn. 94 -95.

 

（
20
）　D

e virtutibus in com
m

uni, a. 13, ad13; cf. E
N

 III, c. 7, 1115b28 -31.



ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究
（
二
）

七
三

 
（
21
）　E

N
 II, c. 6, 1107a2 -3.

 
（
22
）　In III Sent. d. 33, q. 1, a. 3, sol. 1, ad 5, n. 98; D

e virtutibus in com
m

uni, a. 13, ad12.

 

（
23
）　ST

 II-I, q. 64, a. 2, c. 

こ
の
場
合
の
「
の
」
は 

（
2
） 

主
語
的
属
格
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

 

（
24
）　ST

 II-I, q. 64, a. 2, c.; ST
 II-II, q.58, a. 10, c.; Q

uodl. V
I, q. 5, a. 4, c.  

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス 

（E
N

 V, c. 5, 1133b32 -33

） 

も
、
正
義
と
他
の
徳
で

は
中
庸
が
異
な
る
在
り
方
を
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

 

（
25
）　ST

 II-II, q. 58, a. 11, c. 

 

（
26
）　C

f. T
hom

as A
quinas, SL

E
 V, lect. 6, lin. 70 -89; A

ristoteles, E
N

 V, c. 4, 1132a2-7; SL
E

 V, lect. 8, lin. 47 -65. 

（SL
E

＝Sententia L
ibri 

E
thicorum

）

 

（
27
）　ST

 II-II, q. 58, a. 10, c. 

 

（
28
）　In III Sent., d. 33, q. 1, a. 3, sol. 2, nn. 100 -101; ST

 II-II, q. 61, a. 2, c.; D
e virtutibus in com

m
uni, a. 13, ad7. 

具
体
的
な
数
字
の
例
は
『
諸

徳
に
つ
い
て
』
に
拠
る
。『
諸
徳
に
つ
い
て
』
で
は
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス 

（D
e arithm

etica II, c. 43, c. 44, c. 

47
） 

に
依
拠
し
、「
算
術
的
中
庸
」
と
「
幾
何

学
的
中
庸
」
に
「
ハ
ル
モ
ニ
ア
・
音
楽
的
中
庸
」
を
加
え
た
三
種
の
「
事
物
の
中
庸
」
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

 

（
29
）　Q

uodl. V
I, q. 5, a. 4, c., lin. 25 -26.

 

（
30
）　ST

 II-I, q. 64, a. 2, c.

 

（
31
）　ST

 II-I, q. 64, a. 2, c.

 

（
32
）　ST

 II-I, q. 64, a. 3, c.

 

（
33
）　ST

 II-I, q. 64, a. 2, c. 

こ
の
場
合
、「
の
」
と
い
う
単
語
は 

（
1
） 
所
有
の
属
格
に
該
当
す
る
と
言
え
る
。「
理
性
の
中
庸 

（m
edium

 rationis

）」
の
二

義
性
に
つ
い
て
は
、
註
23
も
参
照
。

 

（
34
）　
道
徳
的
事
実
は
神
の
意
志
を
規
準
と
し
て
い
る
の
で
、
思
慮
の
規
準
は
究
極
的
に
は
神
の
意
志
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
神
の
命
に
従
っ
て
息
子
を
殺

そ
う
と
し
た
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
行
為
は
正
し
い
理
性 

（
思
慮
） 

に
し
た
が
っ
た
も
の
と
言
え
る
の
で
あ
る
。ST

 II-II, q. 154, a. 2, ad2.

 

（
35
）　D

e virtutibus in com
m

uni, a. 13, c.: “Idem
 ergo est m

edium
 prudentiae et virtutis m

oralis; sed prudentiae est sicut im
prim

entis, virtu-

tis m
oralis sicut im

pressi.”

 

（
36
）　「
モ
ド
ゥ
ス 

（m
odus

）」「
メ
ト
ロ
ン 

（

）」
の
二
義
性
に
つ
い
て
は
、
前
篇
で
あ
る
周
藤
二
〇
二
二
、
二
二
頁 

（
註
55
） 

参
照
。
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四

 
（
37
）　ST

 II-I, q. 64, a. 4, c.  

創
文
社 

（
稲
垣
） 

訳
を
改
変
し
て
引
用
し
て
い
る
。

 
（
38
）　ST

 II-I, q. 64, a. 4, c.; ibid, ad 3; ST
 II-II, q. 17, a. 5, ad2. 

 

（
39
）　ST

 II-II, q. 27, a. 6, c.; ibid, ad 3. 

一
般
的
に
「
愛
の
あ
る
べ
き
在
り
方 

（m
odus dilectionis

）」
に
つ
い
て
論
じ
た
箇
所
と
し
て
、ST

 II-II, q. 44, 

a. 7, c. 
意
志
の
「
内
的
働
き 

（actus interior

）」
と
「
外
的
働
き 

（actus exterior

）」
の
区
別
に
つ
い
て
は
、ST

 II-I, q. 18, a. 6, c.; cf. ST
 II-I, q. 6, a. 

4, c. 

 

（
40
）　「
尺
度
の
モ
ド
ゥ
ス
」
と
「
尺
度
に
よ
っ
て
測
ら
れ
る
モ
ド
ゥ
ス
」
に
つ
い
て
は
前
篇 

（
周
藤
二
〇
二
二
） 

二
一
―
二
二
頁
で
論
じ
た
。

 

（
41
）　C

f. ST
 II-II, q. 81. a. 5. ad3.

 

（
42
）　ST

 II-I, q. 64, a. 4, arg.3

で
紹
介
さ
れ
て
い
る
ネ
ス
ト
リ
オ
ス
と
エ
ウ
テ
ュ
ケ
ス
の
見
解
に
従
う
。

 

（
43
）　ST

 II-I, q. 100, a. 10; In III Sent., d. 36, q. 1, a. 6. 

い
ず
れ
も
「
愛
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
は
神
法
の
規
定 

（
神
の
命
令
） 

に
含
ま
れ
る
か
」
を
問
う
問
題

で
あ
る
。

 

（
44
）　
当
該
問
題
の
理
解
に
つ
い
て
はB

udziszew
ski 2021, p. 199 -217

の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
が
参
考
に
な
る
。
以
下
の
説
明
は
、
加
え
て
、『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫

理
学
』
の
該
当
箇
所
に
つ
い
て
の
ト
マ
ス
の
註
解 
（SL

E
 II, lect. 4, lin. 57 -76

） 

を
大
い
に
参
考
に
し
た
。

 

（
45
）　cf. ST

 II-I, q. 76, a. 1, c. 

無
知
か
ら
為
さ
れ
る
こ
と
は
意
志
に
発
す
る
行
為
で
は
な
い
と
い
う
理
由
で
、
徳
の
行
為
に
必
要
な
要
素
と
し
て
、
第
一

の
要
素
が
以
下
の
第
二
の
要
素
に
含
ま
れ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所 

（ST
 II-II, q. 58, a. 1, c.

） 

も
あ
る
。

 

（
46
）　C

f. ST
 II-I, q. 108, a. 3, c. 

 

（
47
）　
能
力 

（potentia

） 

と
し
て
で
は
な
く
、
働
き 

（actus

） 

と
し
て
の
「
意
志 

（voluntas

）」
を
指
す
。ST

 II-I, q. 8, aa. 1 -3

を
参
照
。

 

（
48
）　「
意
志 

（voluntas

）」「
意
図 

（intentio

）」
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れST

 II-I, q. 8, a. 2; ST
 II-I, q. 12, aa. 1 -5 

及
び
松
根
二
〇
〇
二
、

八
六
頁
を
参
照
。「
選
択 

（electio

）」
に
つ
い
て
はST

 II-I, q. 13, aa. 1 -6
及
び
松
根
二
〇
〇
二
、
八
七
頁
を
参
照
。
ト
マ
ス
の
行
為
論 

（
意
志
と
知
性
の

は
た
ら
き
の
関
係
） 

の
代
表
的
解
釈
に
つ
い
て
はW

illiam
s &

 Van D
yke 2016, pp. 451 -453

に
簡
潔
な
紹
介
が
あ
る
。

 

（
49
）　ST

 II-II, q. 136, a. 1, ad 3; ST
 II-II, q. 137, a. 1, ad2.

 

（
50
）　
じ
っ
さ
い
「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス 

（m
odus virtutis

）」
は
デ
フ
ェ
ラ
リ
の
『
ト
マ
ス
事
典
』
やB

udziszew
ski

の
コ
メ
ン
タ
リ
ー
で
は
次
の
よ
う
に
解
説

さ
れ
て
い
る
。D

eferrari 1948, p.1164, “m
odus virtutis,” under the section (5) of “virtus”: “the art and m

anner in w
hich a virtue is active”; 

B
udziszew

ski 2021, p. 197: “the m
anner in w

hich genuine virtue is exercised.”



ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究
（
二
）

七
五

 
（
51
）　ST

 II-II, q. 144, a. 1, ad1.

 
（
52
）　ST

 II-I, q. 55, aa.1-3 ; SL
E

 II, lect. 7, lin. 49 -78.

『
神
学
大
全
』 （ST

 II-I, q. 55, a.2

） 

で
は
「
作
用
的
習
性 

（habitus operativus

）」
と
い
う
名

称
が
、『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
註
解
』 （SL

E
 II, lect.7

） 

で
は
「
選
択
的
習
性 

（habitus electivus

）」 （cf. A
ristoteles, E

N
 II, c. 6, 1106b36

） 

と
い
う
名

称
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 

（
53
）　ST

 II-II, q.58, a. 1, c. 

（
註
45
参
照
） 

 

（
54
）　
ト
マ
ス
が
用
い
て
い
る 

（ST
 II-II, q. 137, a. 1, ad

3

）、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
「
習
性 

（

 / habitus

）」
に
つ
い
て
の
記
述 

（C
ategoriae, c. 8, 

9a4, 9a11 -13

） 

に
基
づ
く
表
現
で
あ
る
。 

 

（
55
）　cf. SL

E
 II, lect. 4, lin. 57-58: “In quo quidem

 m
odo tria dicit esse attendenda.”

 

（
56
）　
た
と
え
ばD

e m
alo, q. 2, a. 4, ad 5, lin. 286: “m

ateria enim
 actus dicitur obiectum

 ipsius.” 

以
下
の
４ 

（「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
―
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス

―
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
」） 

で
引
用
さ
れ
る
文
に
も
用
例
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
箇
所
を
含
む
、
ト
マ
ス
の
倫
理
学
に
お
け
るm

ateria

の
使
用
例
に
つ
い
て

は
、P

ilsner 2006, C
hapter

6 : “M
atter”

に
詳
し
い
。

 

（
57
）　ST

 II-II, q. 166, a. 1, c. 

 

（
58
）　SL

E
 II, lect. 7, lin. 74-78

で
は
、
有
徳
な
人
の
判
断
が
建
築
家
の
判
断
に
比
さ
れ
て
い
る
。

 

（
59
）　
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
に
も
「
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
」
へ
の
言
及
が
あ
る 

（ex. S
uper E

hica II, lect. 2, p.98, lin. 19; III, lect. 4, p.155, 

lin.24

）。
後
者
で
は
、
理
性
の
モ
ド
ゥ
ス
は
選
択
に
よ
っ
て
課
さ
れ
る
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

 

（
60
）　「
理
性
に
適
っ
た
節
度
」「
理
性
が
定
め
た
節
度
」
は
渋
谷
・
松
根
訳 

（『
神
学
大
全
』
第
二
一
冊
）、「
理
性
に
か
な
っ
た
あ
り
方
」
は
稲
垣
訳 

（『
神
学

大
全
』
第
一
一
冊
）。
前
者
で
は
「
理
性
の
節
度
」「
理
性
の
中
庸
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。

 

（
61
）　ST

 II-II, q. 127, a. 2, c.; cf. ST
 II-I, q. 61, a. 4, c.; SL

E
 IV, lect. 3, lin. 77 -78. 

 

（
62
）　ST

 II-II, q. 126, a. 2, c.

 

（
63
）　ST
 II-I, q. 60, a. 1, arg. 2. 

 

（
64
）　「
徳
の
モ
ド
ゥ
ス
」
と
過
剰
・
不
足
が
相
容
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
本
論
二
節 
（
一
） 

の
冒
頭
部
の
引
用
テ
キ
ス
ト
を
参
照
。
徳
が
徳
の
モ
ド
ゥ
ス

を
「
遵
守
す
る
」
と
い
う
表
現
は
、
註
94
の
引
用
テ
ク
ス
ト 

（ST
 II-II, q. 143, a. 1, c.

） 
を
参
照
。

 

（
65
）　C

icero, D
e inventione II, c.53 [159]; cf. D

e legibus I, c. 16, p.181, lin. 4 -5.: “E
st enim

 virtus perfecta ratio, quod certe in natura est.”
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『
キ
ケ
ロ
選
集 

6
』 （
片
山
英
男
） 

の
訳
及
びL

oeb 

（H
. M

. H
ubbell

） 

の
英
訳
に
従
う
。B

ude

版 

（G
uy A

chard

） 

の
仏
訳
は
、natura

をm
odus

とratio

の
双
方
に
か
け
、「
自
然
の
在
り
方
と
自
然
の
理
拠
と
合
致
す
る
」
と
い
う
よ
う
に
訳
し
て
い
る
。

 

（
66
）　
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
に
も
、
ト
マ
ス
と
同
様
の
「
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
」
の
使
用
例
が
あ
る 

（
例
え
ば
、
註
121
の
テ
ク
ス
ト
）。

 

（
67
）　ST

 II-I, q. 71, a. 2, ad1. 

 

（
68
）　
前
者 
（in m

odum
 naturae

） 

の
使
用
例
が
多
い
。
後
者 

（per m
odum

 naturae

） 

の
使
用
例
と
し
て
は
、In III Sent., d. 23, q. 1, a. 4, qc. 2, ad 4; 

ST
 II-I, q. 56, a. 6, arg.1

な
ど
。

 

（
69
）　「
自
ら
の
働
き
」ST

 II-II, q. 18, a. 4, c.;

「
徳
に
関
す
る
物
事
」D

e virtutibus in com
m

uni, q. 1, a. 12, arg. 6;

「
中
庸
」ST

 II-II, q. 47, a. 7, 

arg.3 &
 ad3.

 

（
70
）　「
自
然
本
性
の
在
り
方
」
は
『
神
学
大
全
』
第
一
一
分
冊
や
第
一
九
分
冊
、「
自
然
本
性
の
仕
方
」
は
『
神
学
大
全
』
第
一
二
分
冊
に
あ
る
創
文
社 

（
稲

垣
） 

訳
。「
自
然
本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
」
は
、
徳
の
は
た
ら
き
を
説
明
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
圧
倒
的
に
多
い
が
、
非
理
性
的
動
物
の
本
能
が
「
自
然

本
性
の
モ
ド
ゥ
ス
に
向
か
っ
て
動
か
さ
れ
る
」
と
言
わ
れ
る
と
き 

（ST
 II-II, q. 95, a. 7, c.

） 

に
は
、「
節
度
」
と
い
う
よ
り
「
在
り
方
・
仕
方
」
を
意
味

し
て
い
る
、
と
言
え
よ
う
。

 

（
71
）　cf. ST

 II-I, q. 60, a. 1, arg. 2. 

（
註
63
の
テ
ク
ス
ト
） 

 

（
72
）　cf. In IV

 Sent., d. 33, q. 3, a.1 ad 3: “in actu virtutis non solum
 requiritur discretio ex parte rationis, sed etiam

 firm
itas quaedam

 ex 

habitu inclinante ad actum
 per m

odum
 naturae.”

 

（
73
）　ST

 II-I, q. 56, a. 5, c.; D
e veritate, q. 24, a .10, c., lin. 246 -258; cf. SL

E
 II, lect. 1, lin. 101 -105; SL

E
 III, lect. 15, lin. 97 -100; In II 

M
eta., lect. 5, n. 332 : “quia consuetudo vertitur in naturam

; unde et habitus ex consuetudine generatur, qui inclinat per m
odum

 naturae.” 

 

（
74
）　
ト
マ
ス
が
「
第
一
の
自
然
本
性
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
箇
所
は
多
く
は
な
い 

（In II Sent., d. 18, q. 2, a. 1, arg. 7; D
e potentia, q. 3, a. 4, 

ad
9

）。

 

（
75
）　「
第
二
の
自
然
本
性
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
る
箇
所
も
多
く
は
な
い 

（In III Sent., d.1 q.2 a. 5, sol., n. 144

）。
代
わ
り
に
「
別
の
自
然
本
性

（altera natura

）」 （D
e veritate, q. 24, a .10, c., lin. 249 -250

） 

と
か
「
い
わ
ば
或
る
種
の
自
然
本
性 

（quasi quaedam
 natura

）」 （ST
 II-I, q. 56, a. 5, 

c.

） 

と
い
っ
た
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。C

f. B
udziszew

ski 2017, p.21

は
、
ト
マ
ス
の
テ
ク
ス
ト
に
み
ら
れ
る
キ
ケ
ロ
的
な
徳
の
定
義
を “a habit 

like a second nature in accord w
ith reason” 

と
訳
出
し
て
い
る
。



ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究
（
二
）

七
七

 
（
76
）　C

f. ST
 II-I, q. 67, a. 1, c.: “in huiusm

odi virtutibus aliquid est form
ale; et aliquid quasi m

ateriale. M
ateriale quidem

 est in his virtutibus 

inclinatio quaedam
 partis appetitivae ad passiones vel operationes secundum

 m
odum

 aliquem
. Sed quia iste m

odus determ
inatur a ratione, 

ideo form
ale in om

nibus virtutibus est ipse ordo rationis.”

 

（
77
）　C

f. In II Sent., d. 27, q. 1, a. 1, ad 2: “potentiae naturales sunt determ
inatae ad suos actus ex seipsis; unde non indigent habitu deter-

m
inante, sicut potentiae rationales, quae ad utrum

libet sunt.” 

 

（
78
）　ST

 II-I, q. 63, a. 2, c.

「
通
常
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
ト
マ
ス
は
、
人
間
の
理
性
で
は
な
く
て
神
法
を
規
準
と
す
る
「
注
入
的
な 

（
倫
理
・
知
性
的
）

徳 

（virtus infusa
）」
を
認
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る 

（ST
 II-I, q. 63, aa. 3 -4, c.

）。

 

（
79
）　ST

 II-II, q. 47, a. 7, ad3. 

 

（
80
）　In III Sent., d. 33, q. 2, a. 3, c., n. 199; ST

 II-II, q. 47, a. 7, ad3. 

 

（
81
）　ST

 II-II, q. 58, a. 8, ad2; ST
 II-II, q. 129, a. 5, c.; D

e virtutibus cardinalibus, q. 5, a. 1, ad1; D
e virtutibus cardinalibus, q. 5, a. 3, c; SL

E
 

II, lect. 8, lin. 36.

 

（
82
）　
モ
ド
ゥ
ス
を
徳
の
分
類
に
用
い
る
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス 

（Super E
thica V

I, lect.11

） 

に
も
あ
り
、
い
く
つ
か
の
点

で
ト
マ
ス
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
概
念
の
先
駆
を
な
し
て
い
る
。
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
は
、「
思
慮
」
と
「
知
恵
」
や
「
政
治
学
」
と
の
相
違
は
モ
ド
ゥ
ス
の
相
違

で
あ
る
と
述
べ
て
い
る 

（p. 466, lin. 51-54; p. 467, lin. 78-84

）。
ま
た
モ
ド
ゥ
ス
に
お
け
る
区
別
と
種
に
お
け
る
区
別
を
対
置
し
、
前
者
は
ア
ナ
ロ
ギ
ア

的
な
区
別
、
存
在 

（esse

） 

の
相
違
に
よ
る
区
別
で
あ
る
と
し
て
い
る 

（p. 468, lin. 39 -47

）。

 

（
83
）　ST

 II-II, q. 157, a. 3, c. 

 

（
84
）　ST

 II-II, q. 157, a. 3, c.; ST
 II-II, q. 161, a. 4, c. 

ト
マ
ス
の
枢
要
徳
論
の
概
観
に
つ
い
て
は
松
根
二
〇
一
五
を
、
ト
マ
ス
の
徳
の
区
分
と
そ
の
問

題
点
に
つ
い
て
は
周
藤
二
〇
一
九
を
参
照
。

 

（
85
）　ST

 II-II, q. 143, a. 1, c. 

 

（
86
）　
周
藤
二
〇
一
九
、
五
頁
で
、
節
制
を
完
全
な
仕
方
で
も
つ
な
ら
、
寛
容
や
穏
和
と
い
っ
た
節
制
の
能
力
的
部
分
を
必
ず
も
つ
こ
と
に
な
る
、
と
い
う
解

釈
を
提
示
し
た
。

 

（
87
）　
具
体
的
な
分
類
の
例
に
つ
い
て
は
、
周
藤
二
〇
一
九
、
二
九
―
三
四
頁
参
照
。

 

（
88
）　「
正
義
」「
勇
気
」「
節
制
」
の
モ
ド
ゥ
ス
に
つ
い
て
は
以
下
の
テ
ク
ス
ト
に
も
記
述
が
あ
る
。In III Sent., d. 33, q. 3, a. 2, sol. 1, n. 308.



哲
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研
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六
百
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七
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（
89
）　D

e virtutibus cardinalibus, a. 1, ad1: “om
nem

 cognitionem
 dirigentem

 vocantes prudentiam
”; ST

 II-II, q. 58, a. 8, ad2: “cognitio rerum
 

appetendarum
 et fugiendarum

.”

ト
マ
ス
が
徳
の
一
般
的
モ
ド
ゥ
ス
と
し
て
記
述
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
後
者
は
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
『
八
十
三
問
題

集
』 （q. 61, lin. 145-146

） 

か
ら
の
引
用
で
あ
る
。 

 

（
90
）　In III Sent., d.33, q. 3, a. 1, sol. 1, n. 269; sol. 3, n. 285; d. 33, q. 3, a. 2, sol. 1, n. 306; d.33, q. 3, a. 4, sol. 1, n. 377.

 

（
91
）　ST

 II-II, q. 157, a. 3, ad2. ST
 II-II, q. 137, a. 2, ad

1

で
も 

（
徳
の
） 

モ
ド
ゥ
ス
は
形
相
の
側
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
正
義
の
モ
ド
ゥ
ス

で
あ
る
「
均
等
性
」
は
「
正
義
の
一
般
的
形
相 

（generalis form
a justitiae

）」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る 

（ST
 II-II, q. 61, a. 2, ad

2

）。

 

（
92
）　ST

 II-I, q. 18, a. 7, ad3: “tanto erit form
alius, quanto com

m
unius.” 

 

（
93
）　ST

 II-II, q. 161, a. 4, c. 

 

（
94
）　ST

 II-II, q. 143, a. 1, c. &
 ad1 &

 ad2; ST
 II-II, q.157, a.3, ad2. 

「
形
相
的
モ
ド
ゥ
ス 

（m
odus form

alis

） 

に
お
い
て
合
致
す
る
」
と
の
表
現
も
み

ら
れ
る 

（ST
 II-II, q.161, a. 4, ad2

）。

 

（
95
）　ST

 II-II, q. 157, a. 3, c.

（
註
83
の
テ
ク
ス
ト
） 

同
様
の
箇
所
と
し
てST

 II-II, q. 161, a. 4, c.: “ex quo m
axim

e laudem
 habet.”

 

（
96
）　ST

 II-II, q. 144, a. 1, c. 

ト
マ
ス
に
お
け
る
「
徳
」
の
多
義
性
に
つ
い
て
の
包
括
的
な
研
究
と
し
て
はA

nderson 2020 

を
参
照
。

 

（
97
）　ST

 II-II, q. 145, a. 1, ad2.

 

（
98
）　SL

E
 I, lect. 18, lin. 53 -55; lin. 134 -135.

 

（
99
）　ST

 III, q. 11, a. 5, ad2: “habitus reducitur in actum
 ad im

perium
 voluntatis.” 

 

（
100
）　ST

 II-II, q. 81, a. 6, ad1.

 

（
101
）　
本
質
そ
の
も
の
の
不
可
知
性
を
主
張
し
て
い
る
ト
マ
ス
の
様
々
な
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
、D

urbin 1968, pp.170-171; Pasnau 2002, pp. 164 -170

に
詳
し
い
。

 

（
102
）　In D

e anim
a, I, c. 1, lin. 259 -260. D

e potentia, q. 9, a. 2, ad5

で
は
「
時
と
し
て 

（interdum

）」
と
い
う
限
定
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。 

 

（
103
）　In III Sent., d. 35, q. 2, a. 2, sol. 1, n. 138.

 

（
104
）　
周
藤
二
〇
二
二
、
二
六
―
三
二
頁
。

 

（
105
）　ST

 II-II, q. 157, a. 3, c.

（
註
83
で
引
用
し
て
い
る
箇
所
） 

 

（
106
）　ST

 II-II, q. 146, a. 1, ad3.



ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究
（
二
）

七
九

 
（
107
）　ST

 II-II, q. 186, a. 1, c.

 
（
108
）　ST

 II-II, q. 141, a. 2, c.

 

（
109
）　ST

 II-II, q. 19, a. 3, c.

 

（
110
）　ST

 III, q. 3, a. 7, ad2: “nom
en ab aliqua form

a im
positum

...” 

 

（
111
）　ST

 II-II, q. 144, a. 1, c.

　

 

（
112
）　
ト
マ
ス
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』
第
七
巻
第
一
章 

（1145a19-20

） 

で
論
じ
て
い
る
「
英
雄
的･

神
的
徳 

（virtus heroica 

vel divina

）」
は
「
聖
霊
の
賜
物
」
に
あ
た
る
と
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。ST

 II-I, q. 68, a. 1, ad1; ST
 II-II, q. 159, a. 2, ad1. 

「
賜
物
」
と
「
徳
」
の

相
違
に
つ
い
て
は
加
藤
一
九
九
九
を
、
ト
マ
ス
を
含
め
た
「
英
雄
的
徳
」
の
解
釈
史
に
つ
い
て
はC

osta 2008

を
参
照
。

 

（
113
）　E

N
 III, c. 6, 1115a24 -35. 

 

（
114
）　SL

E
 III, lect. 16, lin. 27 -35. 

 

（
115
）　SL

E
 III, lect. 16, lin. 36 -42. 

 

（
116
）　SL

E
 III, lect. 16, lin. 47 -48. 

 

（
117
）　『
命
題
集
註
解
』 （In III Sent., d.33, q. 3, a. 3, sol. 3, nn. 351 -353

） 

や
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
註
解
』 （SL

E
 III, lect. 16, lin. 6 -26

） 

で
も
、
五

類
型
は
ま
ず
三
つ
に
区
別
さ
れ
る
が
、
そ
の
区
別
の
仕
方
は
『
神
学
大
全
』
の
も
の
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

 

（
118
）　ST

 II-II, q. 137, a. 1, ad3. 

こ
れ
は
、
同
問
の
本
文
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
、
徳
に
よ
る
行
為
が
善
性
と
困
難
さ
を
も
ち
う
る
二
つ
の
事
柄 

―

（
1
） 

行
為
の
種
そ
れ
自
体
と 

（
2
） 

時
間
の
長
さ 

― 

と
に
対
応
し
て
い
る
。

 

（
119
）　In III Sent., d. 33, q. 3, a. 3, sol. 3, n. 351.

 

（
120
）　ST

 II-II, q. 128, a. 1, ad7.

 

（
121
）　C

f. A
lbertus M

agnus, Super E
thica III, lect. 10, p. 191, lin. 82 -84: “D

iffert etiam
 in m

otivo, quia in vera fortitudine m
ovet habitus vir-

tutis fortitudinis, qui m
ovet in m

odum
 naturae.”

同
様
の
表
現
はp. 191, lin. 59 -62

に
も
見
ら
れ
る
。 

 

（
122
）　
ト
マ
ス
に
お
け
る“m

otivum
” 

（
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
） 

の
用
法
に
つ
い
て
はP

ilsner 2006, C
hapter

8

を
参
照
。
ト
マ
ス
の
著
作
に
お
い
て 

“m
otivum

”

は
「
作
出
因
」「
目
的
因
」
の
双
方
に
用
い
ら
れ
て
い
る 

（P
ilsner 2006, p. 200 -202

）。
 

（
123
）　C

f. In III Sent., d. 33, q. 3, a. 3, sol. 3, n. 351: “participant aliquid de virtute fortitudinis.”

類
似
し
た
表
現
が
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
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の
『
倫
理
学
註
解
』
に
あ
る
。Super E

thica III, lect. 1, p. 190, lin. 95-p. 191, lin. 2: “[S]icut participant aliquid virtutis om
nes isti m

odi, ita eti-

am
 habent aliquid laudabilitatis et non perfectam

 laudem
.”

 

（
124
）　ST

 II-II, q. 152, a. 1, c.: “[quod est ex parte corporis] per accidens se habet ad m
oralem

 actum
, qui non consideratur per se nisi se-

cundum
 ea quae sunt anim

ae.”

「
自
体
的
付
帯
性
」
と
「
付
帯
的
付
帯
性
」
と
の
区
別
に
つ
い
て
はD

eferrari 1948 (2) (f) “accidens extraneum
 seu 

quod om
nino per accidens se habet and accidens per se”

の
項
を
参
照
。
ま
た
次
の
テ
ク
ス
ト
は
「
自
体
的
付
帯
性
」
の
特
徴
を
言
い
当
て
て
い
る
。

ST
 I, q. 3, a. 6, c.: “sicut risibile est per se accidens hom

inis, quia huiusm
odi accidentia causantur ex principiis subiecti.”

 

（
125
）　ST

 I, q. 12, a. 4, c. 

 

（
126
）　C

f. D
e ente et essentia I, c. 1, lin. 45 -49: “nom

en naturae hoc m
odo sum

ptae videtur significare essentiam
 rei, secundum

 quod habet 

ordinem
 ad propriam

 operationem
 rei, cum

 nulla res propria operatione destituatur.”

 

（
127
）　In II Sent., d. 15, q. 1, a. 2, c. 

 

（
128
）　
こ
う
し
た
場
合
の
属
格
「
の
」
は
、
同
格
関
係
を
意
味
す
る
「
説
明
の
属
格 

（genetivus explicativus

）」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

 

（
129
）　D

e potentia, q. 3, a. 9, c. 

同
様
の
箇
所
と
し
て
、ST

 III, q. 77, a. 3, c. 

 

（
130
）　ST

 II-I, q. 55, a. 2, ad1: “unum
quodque enim

 quale est, talia operatur.”

同
様
の
定
式
が
見
ら
れ
る
箇
所
と
し
てSC

G
 IV, c. 19, n. 3558.

 

（
131
）　
ト
マ
ス
の
状
況
概
念
・
理
論
に
つ
い
て
は
、P

ilsner 2006, C
hapter

7

及
びG

ründel 1963, pp. 580 -646

が
参
考
に
な
る
。
前
者
は
ト
マ
ス
の
状
況

概
念
の
整
理
、
後
者
は
個
々
の
テ
ク
ス
ト
の
分
析
と
歴
史
的
背
景
の
研
究
に
優
れ
て
い
る
。

 

（
132
）　ST

 II-I, q. 7, a. 1, c.: “quaecum
que conditiones sunt extra substantiam

 actus, et tam
en attingunt aliquo m

odo actum
 hum

anum
, circum

-

stantiae dicuntur.”

『
悪
に
つ
い
て
』
で
は
、
こ
の
う
ち
前
半
部 
（
行
為
に
と
っ
て
の
外
的
要
素
） 

を
も
っ
て
「
状
況
」
と
呼
ば
れ
る
と
し
て
い
る
。D

e 

m
alo, q. 2, a. 6, c. lin.177 -179: “D

icitur autem
 circum

stantia quod circum
stat actum

 quasi extrinsecus extra actus substantiam
 considera-

tum
.”

 

（
133
）　ST

 II-I, q. 7, a. 2, ad2.

『
命
題
集
註
解
』 （In IV

 Sent., d. 16, q. 3, a. 1, sol.1

） 

で
は
、
行
為
と
行
為
に
関
し
て
協
働
し
う
る
も
の
の
比
例 

（pro-

portio

） 

つ
ま
り
均
衡 

（com
m

ensuratio

） 

な
い
し
は
そ
れ
に
由
来
す
る
「
概
念 

（conceptio
）」
が
「
状
況
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
悪
に
つ
い
て
』 （D

e 

m
alo, q. 2, a. 4, ad9, lin. 338 -339

） 

で
は
、
行
為
の
遠
隔
目
的
へ
の
秩
序
が
「
状
況
」
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
　

 

（
134
）　
中
世
の
状
況
理
論
の
歴
史
的
源
泉
に
つ
い
て
はG

ründel 1963

が
詳
し
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
、
キ
ケ
ロ
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
以
外
で
、
ト
マ
ス
が
「
状



ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究
（
二
）

八
一

況
」
の
種
類
と
数
を
論
じ
る
際
に
と
り
あ
げ
て
い
る
作
品
と
し
て 

（cf In III Sent., d. 16, q. 3, qa.
3

）、
一
一
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
の
作
品
と
想
定
さ
れ

て
い
る
偽
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
の
『
真
な
る
悔
悛
と
偽
な
る
悔
悛
に
つ
い
て 

（D
e vera et falsa paenitentia

） 

』 （W
agner 1995

） 

と
一
二
世
紀
に
書
か
れ

た
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
の
マ
タ
エ
ウ
ス
の
『
詩
作
術 

（A
rs versificatoria

） 

』 （
次
註
参
照
） 

が
あ
る
。

 

（
135
）　ST

 II-I, q.7, a. 3, c. 

こ
こ
で
ト
マ
ス
が
キ
ケ
ロ
の
も
の
と
し
て
列
挙
し
て
い
る
七
つ
の
「
状
況
」
の
語
彙
は
、
ボ
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
『
様
々
な
ト
ピ
カ

に
つ
い
て
』 （IV, p.85, lin. 6-p.86, lin.17

） 

と
ヴ
ァ
ン
ド
ー
ム
の
マ
タ
エ
ウ
ス
の
『
詩
作
術
』 （I, 116, ed. E

. Faral, L
es arts poétiques du X

IIe et du 

X
IIIe siècle, p.150

） 

で
提
示
さ
れ
て
い
る
も
の
と
一
致
す
る
。「
状
況
」
の
数
が
七
つ
と
す
る
議
論
に
つ
い
て
は
、D

e m
alo, q. 2, a. 6; In IV

 Sent., d. 

16, q. 3, a. 1, qa.2-3; SL
E

 III, lect. 3, lin. 123 -160

を
参
照
。
こ
の
う
ち
『
命
題
集
註
解
』
に
限
っ
て
、ubi

やquando

と
い
っ
た
疑
問
詞
は
概
念
を
示

す
の
に
対
し
て
、locus
やtem

pus

と
い
っ
た
名
詞
は
物
事
を
示
す
、
と
い
う
区
別
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

 

（
136
）　ST

 II-I, q. 7, a. 4. c. 

 

（
137
）　ST

 II-I, q. 7, a. 3, ad2.; SL
E

 III, lect. 3, lin. 157 -160. 

 

（
138
）　『
命
題
集
註
解
』 （In IV

 Sent., d.16, q. 

3
）、『
悪
に
つ
い
て
』 （D

e m
alo, q. 2, a.6

）、『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
註
解
』 （SL

E
 III, lect.3

） 

で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
異
な
る
視
点
か
ら
状
況
が
二
つ
な
い
し
は
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

 

（
139
）　
具
体
例
に
つ
い
てP

ilsner 2006, p. 178
に
学
ん
だ
。
テ
ク
ス
ト
の
箇
所
は
、(1) ST

 II-I, q. 89, a. 3, c. (2) ST
 II-I, q. 7, a. 3, ad3 (3) ST

 II-I, q. 

18, a. 10, c. (4) D
e m

alo, q. 2, a. 6, ad2, lin. 290 (5) ST
 II-II, q. 117, a. 3, ad2 (6) ST

 II-I, q. 7, a. 3, ad3. (5) 

の
箇
所
で
は
「
道
具
」
と
言
わ
れ
て

い
る
だ
け
で
、
と
く
に
「
状
況
」
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

（
140
）　SL

E
 III, lect. 3, lin. 140 -150. 

 

（
141
）　C

icero, D
e inventione I, cc. 24 -28.

 

（
142
）　B

oethius, D
e topicis differentiis IV, c. 10, 1212C

-1214A
, p. 85, lin. 6-p. 86, lin. 17. 

 

（
143
）　C

icero, D
e inventione I, c.27 [41]. 

 

（
144
）　B

oethius, D
e topicis differentiis IV, c. 10, 1214A

, p. 86, lin. 16. 

 

（
145
）　ST

 II-I, q. 7, a. 3, ad3: “quasi quaedam
 qualitas accidentalis”; ST

 II-I, q. 7, a. 4, ad2: “pertinet ad qualitatem
 actus.”

 

（
146
）　ST

 II-I, q. 18, a. 10, c. &
 ad2.

 

（
147
）　D

e m
alo, q. 2, a. 6, c., lin. 202 -210.
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（
148
）　In IV

 Sent., d. 16, q. 3, a. 1, qa. 1, sol. 1: “actus nostri dicuntur m
orales secundum

 quod a ratione ordinantur in finem
 voluntatis; ex 

hoc enim
 habent rationem

 boni vel m
ali.”

 

（
149
）　In IV

 Sent., d. 16, q. 3, qa. 2, ad 2: “secundum
 quod consideratur ipsa substantia actus absolute.” 

 

（
150
）　ST

 II-I, q. 7, aa. 1-4; q. 18, a. 3, a. 10, a. 11; SL
E

 III, lect.3.

『
命
題
集
註
解
』 （In IV

 Sent., d. 16, q. 3, a. 2, qa.3

） 

と
『
悪
に
つ
い
て
』(D

e 

m
alo, q. 1, aa. 6-7

） 

で
は 

（
a
） （
b
） 

に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
も 

（
c
） 

を
含
め
た
広
い
意
味
で
の
「
状
況
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

 

（
151
）　ST

 II-I, q. 72, a. 9, c. &
 ad2; ST

 II-I, q. 18, a. 10, ad2. 

た
だ
し
、
類
的
な
種
か
ら
最
下
種
に
限
定
す
る
と
い
う
仕
方
で
は
種
を
変
え
る
こ
と
が
あ

る
。
例
え
ば
、
教
会
で
盗
む
こ
と
で
「
盗
み
」
は
「
瀆
聖 

（sacrilegium

）」
に
な
り 

（D
e m

alo, q. 2. a. 6, c., lin. 237 -239

）、
早
く
食
べ
る
こ
と
で
「
貪

食 

（gula

）」
は
「
早
食
い
」
に
な
る 

（D
e m

alo, q. 2. a. 6, c., lin. 170-174

）。

 

（
152
）　In IV

 Sent., d. 16, q. 3, a. 2, sol.1 &
 sol. 3; D

e m
alo, q. 2, a. 7, c. 

 

（
153
）　In IV

 Sent., d. 16, q. 3, a. 2, sol.1 &
 sol. 3; D

e m
alo, q. 2, a. 7, c. 

 

（
154
）　ST

 II-I, q. 7, a. 3, ad2.

 

（
155
）　In IV

 Sent., d. 16, q, 3, a. 2, sol. 3: “una sola circum
stantia peccati rectitudinem

 virtutis aufert”; In div. nom
., c. 4, lect. 22, n. 572.

 

（
156
）　In II C

or., c. 9, l. 1, n. 332. 

同
様
の
箇
所
と
し
てIn II Sent., d. 27, q. 1, a. 1, c.

 

（
157
）　ST

 II-I, q. 59, a. 4, ad1; ST
 II-I, q. 60, a. 2, c.; SL

E
 I, lect. 13, lin. 93 -96.

 

（
158
）　「
諸
状
況
が
徳
に
存
在 

（esse

） 

を
与
え
る
」
と
か
「
行
為
に
徳
の
種
に
そ
く
し
た
存
在
を
与
え
る
」
と
い
っ
た
ア
ル
ベ
ル
ト
ゥ
ス
・
マ
グ
ヌ
ス
の
言

葉 

（D
e bono, tr. 1, q. 3, p. 38, lin. 49-50; lin. 61 -62

） 

は
こ
の
こ
と
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
ト
マ
ス
に
も
後
者
に
似
た
発
言
が
あ
る
。D

e m
alo, q. 2, 

a. 7, ad 6, lin. 115 -117: “[V
]irtus quodam

m
odo habet speciem

 ex circum
stantiis debitis.” 

 

（
159
）　cf. ST

 II-II, q. 8, a. 1, arg. 2: “dona divina participantur a creaturis secundum
 earum

 proportionem
 et m

odum
: ut patet per D

ionysium
 

in libro de D
iv. N

om
.” m

odus 

はproportio 

を
言
い
換
え
た
も
の
と
も
解
釈
で
き
る
。

 

（
160
）　D
e virtutibus in com

m
uni, a. 12, ad 6. 

 

（
161
）　ST

 II-II, q. 148, a. 2, c. ; ST
 II-II, q. 148, a. 2, c. 

前
者
に
は “com

m
ensurata ut sint proportionata fini”

と
い
う
表
現
が
あ
る
。

 

（
162
）In III Sent., d. 33, q. 2, a. 3, c., n. 199 : “debita com

m
ensuratio circum

stantiarum
” ; In IV

 Sent., d. 16, q. 3, a. 2, qa. 1, sol. 1; ST
 II-II, q. 

6, a. 2, ad2. 



ト
マ
ス･

ア
ク
ィ
ナ
ス
の
《
モ
ド
ゥ
ス
》
研
究
（
二
）

八
三

 
（
163
）In IV

 Sent., d. 16, q. 3, a. 2, qa. 1, sol.1.

 
（
164
）In II M

eta. lect. 5, n. 332 : “E
x hoc autem

 quod aliquis habet talem
 naturam

 vel talem
 habitum

, habet proportionem
 determ

inatam
 ad 

hoc vel illud.” cf. ST
 II-I, q. 60, a. 2, c.

 

（
165
）cf. ST

 II-I, q. 60, a. 2, c. : “com
m

ensuratio interiorum
 passionum

. ”

 

（
166
）
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
『
神
名
論
』 （c. 4, 7, 701C

, p.151, lin.7

） 

の
典
拠
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
主
張
が
な
さ
れ
て
い
る
。ST

 II-II, q. 141, a. 2, 

ad3; ST
 II-II, q. 145, a. 2, c. &

 ad1. 

倫
理
的
側
面
の
「
モ
ド
ゥ
ス
」
に
お
け
る
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
の
影
響
は
他
に
も
見
ら
れ
る
。「
人
間
の
善
は
理

性
に
即
し
た
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
悪
は
理
性
か
ら
外
れ
た
も
の
で
あ
る
」 （cf. D

e div. nom
., c. 4, 733A

, p. 178, lin. 1 -2

） 「
善
は
た
だ
一
つ
の
完
全
な

原
因
に
よ
っ
て
生
じ
る
が
、
悪
は
多
く
の
個
別
的
な
欠
陥
に
よ
っ
て
生
じ
る
」 （D

e div. nom
., c. 4, 729C

, p. 175, lin. 10 -11

） 

と
い
っ
た
主
張
が
、
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ス
・
キ
ケ
ロ
的
な
伝
統
の
徳
論
や
状
況
論
と
融
合
す
る
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

 

（
167
）SL

E
 I, lect. 13, lin. 104-107: “pulcrae autem

 sunt secundum
 ordinem

 debitum
 circum

stantiarum
 quasi quarum

dam
 partium

, nam
 in debita 

com
m

ensuratione partium
, pulchritudo consistit.” 

　
＊
本
研
究
はJSP

S

科
研
費JP

20K
00005

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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史
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As the second part of my study on “modes” (modi) in Thomas Aquinas, this 
article investigates ethical aspects of “modes” in various texts of his. 

 First, we examine the texts in which Aquinas treats the “mode of a virtue” 
(modus virtutis) and consider what it is. The term often connotes the mean of 
the virtue. In order to understand the varieties of the mode or the mean of the 
virtue, we explain how moral, intellectual, and theological virtues are in the 
middle. Unlike ethical and intellectual virtues, theological virtues are not essen-
tially in the middle, and the term “mode of a virtue” designates more broadly 
the way in which a genuine virtue is exercised. We also consider how this 
“mode of a virtue” is related to the “mode of reason” (modus rationis) and the 
“mode of nature” (modus naturae) in the case of moral virtues. Thus, Aquinas 
uses the term to explicate the nature of virtues. He also employs it in order to 
classify various virtues into potential parts of the cardinal virtues and to explain 
how we praise virtues and name them. 

 Second, we scrutinise Aquinas’s interpretation of “modes of courage” (modi 
fortitudinis), false virtues that appear to be the virtue of courage but are not 
truly. Through the analysis, we come to understand the difference between the 
“mode of a virtue” per se and the “mode of a virtue” per accidens.  

 Third, we look at different types of “mode of an action” (modus actionis/
agendi) and reach the depth of the equivocity of “mode” in Aquinas’s writings. 
Aquinas uses the term “mode of an action” in different senses. The term some-
times signifies an action itself: for instance, the mode of the action proper to 
God is to give being (esse). In many cases, however, the term signifies an attri-
bute of an action. In some cases, it designates “a way,” i.e., “a circumstance” 
(circumstantia) of an action distinguished from the other circumstances of an 

Modes (modi) in Thomas Aquinas (Part II)
Ethical Aspects of Modes

by

Taki SUTO

Professor of Medieval Philosophy 
Graduate School of Letters

Kyoto University



4

action: for instance, “rapidly” and “slowly” are modes of the action “walking.” 
In some cases, it signifies a consequence of all the circumstances of an action: 
(being done in) a good or bad manner is a mode of an action of this type. In oth-
er cases, it signifies a consequence of the action: for instance, “delightfully” or 
“sadly” is a mode of an action consequent upon the action.     

 Throughout our investigation, we observe “modes” in ethical aspects have 
much in common with those in ontological aspects. The term “mode” means “a 
limit” and more broadly “a way” in ethical contexts as well. The “mode of a vir-
tue” consists in the determination or commensuration of material and efficient 
principles of a virtuous action. In fact, we discover more commensurations or 
proportions in the mode of a virtue than in the mode of a natural kind, and this 
could explain why we find virtuous actions more beautiful than natural kinds.
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